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伊豆諸島海域における主な天然魚礁（漁場）の総合調査は、１９７２年８月
※

の銭州礁から始まり、第１報では銭ｻﾄ|礁、恩馳群礁、大野原島について報告し

たが、その後藺難波島、鵜渡根島周辺、新島地内島周辺等つぎつぎと調査を行

ない、今回藺難波島周辺調査の取りまとめが終了したので報告する。

また、東京都管内の海域には著名な数多くの魚礁（漁場）があり、これらに

ついて、かねてから各種文献資料の取りまとめを行なっていた東海大学海洋学

部教授佐藤孫七氏から、貴重な資料の提供があったので併せて報告する。

これらの資料は、明治以来つぎつぎと新魚礁（漁場)が発見されたものを含めて、何

れも現在とは比べものにならない貧弱な装備で､多くの先人が辛苦の末に発見、開拓し

たものであり､現代の近代的な新装備船による再調査では若干の修正があるかも知れな

いが､これらの魚礁（漁場）は２００マイル漁業専管水域時代に入りますます重

要な意味のあるところとなり、併せて多くの魚礁（漁場）が今なお各漁業にお

いて、価値ある好漁場として効果的に利用されており、ここに改めて諸先人の

偉業に痛感し、感謝の意を表する次第である。

今後とも管下漁場の精査に努め、取りまとめ次第報告する予定であるが、本

報告書が２００マイル漁業専管水域時代において、管下漁場の再認識と管理型

漁業に役立ち、水産業の発展に寄与できれば甚だ幸いである。
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１９８０年３月

東京都水産試験場

技術管理部長草苅 正

※伊豆諾島海域天然魚礁調査報告－１昭和５１年３月



写真１

イナンパ島（北側より撮影）

友詫

写真２

イナンバ島（東側より撮影）
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写真３

イナンバ島（南西側より撮影）

．.､磯根生物相調査上陸地点（矢印）
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写真６同左の植物類（サイミ）写真５上陸地点、潮干帯の動物類

（カメノテ、フジツポ、ヒザラガイ）

■

■

■
●

■
●

Ｄ
Ｆ
Ｄ

■
■

上陸地点の水中（２ｍ）で観察された魚群（イスズミ科）写真７
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実施機関および担当区分

実施機関東京都水産試験場大島分場（分場長草苅正）

調査従事者および調査船

主任研究員中川政男総括および漁場環境調査とりまとめ

三村哲夫磯根生伽海中調査とりまとめ、および写真〃

研究員岡村陽一サンコWI8調査

米沢純爾海洋観測、報告書取りまとめ

伊藤二三夫海底地形調査

床枝真吉〃

斉藤実磯根生物、海中調査

竹之内卓夫〃〃および写真

武藤光盛プランクトン査定

，｣、泉正行卵稚仔査定

みやこ（１２７．３２トン）

船長青沼勇ほか１６名

やしお（１３．７８トン）

船長立島昭ほか６名

ト

＄

〆

はじめに

イナンバ島は御蔵島の南西約２０マイルに孤立する小岩島で（写真１，２）、周辺は急深とな

り1,000ｍ等深線も極めて近く、島の北側は１マイル、最も遠い所の南西側でも４マイル程度で、

その沖合は急､激に2,000ｍ近い深海とたっている。漁業としては季節的に回遊するカツオ、マグ

ロ、プリ類および底魚（アオダイ、メダイ、キンメダイ等）を対象に少数の漁船が出漁する程度

である。

１９７２年以降銭洲、恩馳島、大野原島と順次、島および礁周辺の基礎調査をおこない、詳細を

明らかにしてきたので、この一環として１９７６年はイナンパ島周辺の海底地形、生物相および海

況等の総合調査を企画した。過去の調査にならい各種の調査項目を計画準備したが、最初に実施

した水深調査によると島の周辺はかたり急､深な海底地形であったため、当初生物、底質調査のた

め計画した三枚網、ドレッジ、カニ篭、潜水による磯根生物の各調査は漁具器材の流出や、根が

かり、破損、波浪による危険等のおそれが多多に予測されたため、これらの調査項目については

断念し変更せざるを得なかった。このため本調査によって明らかにされたものは島の形状と海底

｡
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地形が主体となった。

調査方法

１）調査期間

１９７６年８月１７日～１８日

２）調査項目および方法

（１）島の形状

従来の調査では航空写真をもとに概略図を作成し、上陸目視または海上からの距離、方位

の測定により位置形状の確認等により図の補正を行っていたが、今回は参考となる資料がほ

とんどなく、また周囲は断崖の連続で上陸はごく一部に限られたため、島の形状は周囲から

の写真撮影と目視により判断した。

（２）海底地形

蔽永やこ”および侭やしお”による図１に示すm7HHnR'図のとおり魚群探知機を用い測深調査

を行った。慰みやこ”の船位確認はジャイロコンパスとレーダーにより、画やしお”の船位

確認は磁気コンパスにより行った。

（３）海況

島の周囲に図２のとおり】２測点をもうけＢＴによる水温観測をはじめ下記の気象、海象

について調査を行った。なお、流向流速は４測点、卵稚仔プランクトン採集および透明度は

２測点についての承調査を実施した。

海象：各層水温（ＢＴによるＯ～２００，層観測）

流向流速（ＧＥＫ観測）

波浪、うねり、水色、透明度

気象：風向、風力、雲形、雲量、天気、気温、気圧

聖ﾗ雰卜筐:⑤Bﾈﾂ卜O←15Ｍ垂直曳蓬
③ネット水平5分離

（４）生物相

ａ磯根調査

上陸可能地点が島の南側の１地点（図３、写真３，４）に限られたため、この地点にお

ける潮干帯における生物調査の目視観察と、轍素もぐり”による付近の水中観察ならびに

写真撮影をおこたった。

ｂサンゴ網調査
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“みやこ”によりサンゴ網（図４）を用い、図３に示した島の南東側（水深１００～

１３０ｍ）と西側（水深３０～１２０ｍ）の２地点について調査を実施した。曳網には海

流による船の移動を利用したが、急深部は１ｏ分程度のエンヂン駆動による曳網調査をお

こなった。

2．調査結果

１）島の形状

イナンパ島は周囲約５８０ｍ、面積約１５，８６５，２の'｣、岩島である。高さ７５ｍの最頂部は島

の中心よりやや東寄りにあり、島はおおむね南東側が高く北西側が低い馬の背状の地形となっ

ている。島の周囲はいずれも急､壁で、とくに東側から南側にかけほとんど垂直に近い高さ数ｌｏ

ｍの絶壁が続き、東側ではそのまま海に落ち込んでいる。このため島を南方より眺めると東が

高く西力砥い直角三角形に近い形をなしているが、北東側と北西側には、それぞれやや高い場

所があり見る方向によって島の形状は種々に変化する。一方、南壁下には島と連なる岩礁があ

り唯一の上陸可能地点となっている（図５）。

２）海底地形

上陸地点付近の潜水による目視調査ではこの周辺の海底地形は、潮干帯から島のすそが急傾

斜で落ち込み急､深となっている。波打際でも５～６ｍの水深があり、島から数メートル付近で

は、既に２０ｍ以上の水深があって、素潜り調査では海底まで到達できない急深となっていた。

また、付近の海底には、小さな岩石類の分布は全く認められず、島を形成する岩質そのもの

が海面下に露出し、いわば海底から島が柱状にほぼ直立している状態といえる。

５０ｍ等深線は距岸２００ｍ以内にあり、とくに急､深となっている北西側では、距岸４０～

５０ｍに迫っている（図６）。５０ｍ以浅海域には調査船か近づけず詳細は不明であるが南側

の目視調査によると水際から水面下１ｏ、位までは絶壁状をなしていた。

２００ｍ等深線は島の北側で距岸０．２～0.4マイル、東側と南側で０．７マイル、西側で0.3

マイル付近にあり、とくに急深となっている北側から西側にかけては陸棚らしい箇所は全くな

かった。

また、１０００ｍ等深線は島の北側距岸１．３マイル、東側2.0マイル、南側１．８マイル、西側

１．４マイル付近にあるが、南東側では距岸４０マイル付近まで延びており、ヒョータン型の地

形となっている（図７）。

３）海況

（１）表層流

流速は０．３～０．１８ノットと４側`点とも緩やかな流れであった。
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流向は島の北側でＮＥ、東側と南側でＥＳＥ～Ｅ、西側でＳＳＷと渦流状の流れであった

（図８）。

(2)水温

表面水温は２７．９～２８．１℃とほぼ一様であったが、おおむね島の西側が高く東側が低い傾

向が見られた。

２０～30772層までは各測点とも表面とほぼ同様な水温とたっており、３０～１００，層

に温度差が最高７．７℃（Ｓｔ、１１）、最低5.9℃（Ｓｔ２）の顕著な温度圃晉が形成されて

いたｏ

ｌＯＯ７７ｚ層水温は１９９～２１．２℃の範囲にあり島の南～西側がやや低温であった。また、

２００７７z層水温は１７．１～１８２℃の範囲にあり島の東側にやや水温の高い海域があった（図

９）。

(3)卵稚仔出現状況

⑥ネットでは2測点を合せ魚卵が１６粒､稚仔魚が１５尾採集された。

このうち判明した出現種は魚卵ではサヨリトビウオ卵１粒、稚仔魚ではネズミキス１０尾

サヨリトピウオ３尾、モンガラカワハギ科１尾であった。

④BネットではＳＬ２で魚卵が7粒､稚仔魚が2尾採集されたが､いずれも不明種であ

った（表１）。

（

表１．魚卵・稚仔出現状況

Ｓｔ．、妬 出：現範囲
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(4)プランクトン出現状況(④Bネント）

イナンバ島の北東側と南西側との２測点で採集を実施し、採集結果を表２に示した。両側

点の生物量（沈澱量）はＳｔ、２で4.9c9/haul、Ｓｔｏ８で３０c％aulと島の北東側の方が

比較的多くなっていた。

表２プランクトン出現状況(④Bネット）

採集地点

採集年月日

時間〃

方法（網）〃

採集層〃

6ｔ澱量

生物相（個体数）

Ｔｈａｌｉａｃｅａ

Ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａ

Ｍｏｌｌｕｓｃａ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

Ｓａｇｉｔｔｏｉｄｅａ

Ｍｅｄｍｓａｅ

Ｄｅｃａｐｏｄａ

Ｅｕｐｈａｕｓｉａｃｅａ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

Ｃｏｐｅｐｏｄａ

Ｏｔｈｅｒｓ

Ｔｒｉｒｈｏｄｅｓｍｉｕｍｔｈｉｅｂａｕｔｉ

Ｄｉａｔｏｍｓ

Ｒｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａ，Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓｅｔｃ・

Ｎｏｃｔｉｌｃａ

Ｓｔ．２ Ｓｔ、８

昭禾ﾛ５１年８月１８日

１２時３８分

④B垂直曳

Ｏ←１５０７７２

3.0ｃｃ／ｈａｕｌ

昭和５１年８月１８日

０８時１１分

⑮Ｂ垂直分

Ｏ←１５０ｍ

４９ｃｃ／ｈａｕｌ

戸１７１
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２４
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＋
＋

升

升

Ｃｅｒａｔｉｕｍ
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十

有孔虫類

了ミ類

Ｓｉｒｉｅｌｌａｔｈｏｍｐｓｏｎｉ
１

－５－



出現生物は両側点ともＣｏｐｅｐｏｄａが圧倒的に多く、次いで矢虫類が多く出現した。また、

らん藻類（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｓｍｉｕｍｔｈｉｅｂａｕｔｉ）や夜光虫（Ｎｏｃｔｉｌｃａｓｃｉｎｔｉ－

ｌｌａｎｓ）も比較的多く承られた。

出現種はいずれも暖海外洋性（黒潮系）であった。主な出現種をあげると矢虫類では

Ｓａｇｉｔｔａｅｎｆｌａｔａ．Ｓ、ｂｉｐｕｎｃｔａｔａ．Ｓ、ｐａｃｉｆｉｃａ等でもＣｏｐｅｐｏｄａでは

Ｅｕｃａｌａｎｕｓａｔｔｅｎｕｎｔｕｓ･Ｃａｌａｎｕｓｍｉｎｏｒ・Ｕｎｄｉｎｕｌａｖｕｌｕｇａｒｉｓ･

Ｅｕｃｈａｅｔａｍａｒｉｎａ等であった（表２）。

生物相

磯根生物

唯一の上陸が可能であった島の南側の地点には、潮干帯にカメノテとサイミが群棲し、岩

礁上にはクロフジソポとヒザラガイ類の生息が見られた。また上陸地点付近の碗素もぐり”

による目視観察ではギンユゴイが十数尾、イスズミ科と思われる魚が二十数尾群泳している

のが見られた。

当初は島周辺に４調査地点を設定し、各地点について潮干帯ならびに水深５７７２，１０，線

の枠取り（３，２)調査を計画したが、全域とも急峻なうえ、波浪が高くさらに島の東から北

側にかけては渦流域のうえ急潮で潜水不可能なため上陸地点付近の生物相把握に変更した。

その結果、いずれにしても今回は調査条件が限定された関係上、磯根生物相の詳細は今後

の精査にゆだねることとして、ここでは観察し得た生物類を列記するにとどめたい（表３，）

（写真５，６，７）。

４）

（１）
『

表３潮干帯から海中にかけて目視された生物類

●

、

“列‐
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、
、、
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ョ

、
一
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、
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ソ
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フ
ウ
ラ
、
、
『
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マ
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ヨ
ザ
イ
ス
ラ

ク
シ
ヒ
サ
イ
上

類
類
類
類
類

脚
殼
体
藻

蔓
甲
軟
海
魚

６

(2)サンゴ網

サンゴ網による採集生物の種類数を動物門別に表４に示した。曳網時間が１回目１３分間、

２回目８分間と短かく全体の採集生物量は少なかったが、腔腸動物ではＳｔｙｌａｓｔｅｒ属．
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トグハネウチワ．ホソキサンゴ等ほぼ代表的な種類が採集されたほか寒海性のウモレキセル

ガヤが採集された。鰊皮動物のナガクモヒトデは盤径３～５ｍｍの小個体でホソキサンゴに付

着していた。触手動物は１１種採集されたかすべてコケムシ類であった。

表４サンゴ網による採集生物種類数

種類数

５

２５

１１

２

動物門

海綿動物

腔陽動物

触手動物

鰊皮動物

dq7d

3．考察

１）海底地形

イナンバ島の周辺は予想以上の急深とたっており、浅海性の磯根生物資源をはじめ、底魚類

の中でも比較的浅海性の魚類の生息I/てはかなり限定された環境とたっている。一方、８００ｍ

等深線はヒヨータン型に広がっており、島の南西にも水深５００ｍ台の海域が見られる。この

ため、キンメダイ等の深海に生息する魚類に関しては有望な漁場の可能性がある。

なお、今回の調査では海図上にない浅瀬は発見されたかった。

２）海呪

当分場がイナンパ総合調査と前後して実施した７月下旬および８月下旬の沿岸定線調査によ

ると黒潮はいずれも大島～三宅島間を最高３．２～３．０ノットの強流とたって東流していた。ま

た８月後半の水路部海洋速報によっても総合調査当日、イナンバ島は黒潮外縁部ないし外側域

に位置していたと想定される。

（１）海流、水温

今回の調査では約1.5マイル間隔で１２測点を設定し、島まわりの微細温度構造について

－知見を得ることができた。これによると、今回調査を実施した３マイル四方の海域の中で

温度差は５０，層２．２℃、１００，層１．３℃、２００ｍ層１．１℃で黒潮外縁部以南の海域と

しては温度差が大きかった。

また２００，層では島の東側に直径１～２マイル程度の１８℃台暖水域があったのに対し、

１００，層以浅ではおおむね島をとり囲むような小規模の冷水域かあり表層では左旋流力観

⑬

忍

側された。
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（２）卵稚仔

黒潮域～黒潮外側域においておもに夏季を中心に出現するサヨリトピウオ稚仔と秋季の代

表種であるネズミギス稚仔が採集されたことは、調査海域が夏季から秋季へ移りつつあるこ

とを示していた。

また、卵稚仔とも採集個体数が非常に少なかったことは、調査海域が黒潮外側域的性格を

おびていたためと考えられる。

（３）プランクトン

調査地点が少なく生物分布の微細構造は不明であったが、島をはさむ２測点で量的左相違

がみられた。海洋環境と合せてみると島のまわりに地形性と,思われる小規模な渦流域の存在

が示唆され、島の北東側で比較的生物量が多かったこととよく対応している。

またこの海域で１個体であったが夜間によく出現するアミ類のオキヨアミＳｉｒｉｅｌｌａ

ｔｈｏｍｐｓｏｎｉが採集されたことも注目される。生物の種組成からこの海域は、黒潮、ある

いはそれ以南の外洋性の性格を強く示していたと言えよう。

3）生物相

島南部の上陸地点の潮干帯にはサイミ、カメノテ、フジツポ類の生息が見られ伊豆諸島岩礁

地帯とほぼ同様を、ごく一般的な潮干帯生物相を呈していた。耐素もぐり”による目視誰査で

はイセエピ、アワビ、テングサ等の磯根生物の生息について把握できたかったが、おそらく海

底が急深なためこれらの生物が通常生息する３０ｍ以浅域は非常に狭く、もし生息していたと

しても量的には少ないと思われる。

また、計画した三枚網による漁獲調査が実施できず、島周辺の魚類の分布については、海中

目視調査が唯一の資料とたり、各魚種とも数尾～数十尾の群泳が認められたものの、いずれの

魚種についても採集できたかったので、種のくわしい同定はできなかった。なお、海中の岩礁

上には蔓脚類の生息がみられたの承で海藻類の分布は認められたかった。

いずれにしても磯根生物相については、資料不足のため断定できないが当場で継続しておこ

なっている他の天然礁の調査結果と比較すると、生物の分布は種類数、個体数とも極めて貧相

な結果といえよう、このことは、イナンバ島かタイドプール等の浅海域を有せず、他の島から

２０マイル以上離れて海洋中に突き出た孤立した島であり、海底地形か単純のため岩礁性の有

用生物類の生息が不適であること等が誘因にたっているものと考えられる。

一方、サンゴ網による水深３０～１３０，層の調査では、全体として大野原礁とほぼ同様な

生物相を呈していたが触手動物が１１種と少なかった。これは生息種が少ないというよりは海

底が急深なため付着基盤であるサンゴ礫や岩を採集できたかったためと考えられる。また今回

Ｃ

､．
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の調査では大野原礁と同様に寒海性腔腸動物のウモレキセルガヤが採集され、この種の分布域

がかたり広域にわたることが確認された。

４）漁場利用状況

昭和５３年５月から１０月にかけ指導船“みやこ”が５次にわたる底釣調査を実施した結果、

８月から１０月にかけイナンパ島の南東～南側、水深７０～１８０７７２付近の海域にアオダイの

まとまった群れが確認された。とくに８月下旬と１０月下旬には１日平均約３００町の水場が

あり漁場として時期的には好漁場が形成される可能性がある。ただし、操業日数が長くなると

ＣＰＵＥ（単位努力当たり漁獲量）が大幅に減少する傾向があることから急深な地形との関連

で資源量はそれほど多くたいと考えられる。また、サメによる釣獲魚への食害、釣道具への被

害が多いことが難点である。

急峻な海底地形による小規模を流れのジョウ乱は回遊魚の漁場形成に影響を及ぼすと考えら

■

れるが、本調査では十分把握することができなかった。

の

已
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図２海洋観測‘点
図１測深航跡図（みやこ）
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図８流向流速（ＧＥＫによる表層流測定）
図７イナンバ島周辺の海底地形（２００ｍ以深）

図９水温水平分布図
Ｐ

●、

水温水平分布図（図９の続き）
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付表２．サンゴ網採集生物

ノリｆ２

水深
３０～１２０７７２

〃１

水深
１００～１３０ｍ

Ｓｔ．

種名

海綿動物門

尋常海綿綱

不明種（５種）

ＰＯＲＩＦＥＲＡ

Ｄｅｍｏｓｐｏｎｇｉａｅ

○

腔腸動物門ＣＯＥＬＥＮＴＥＲＡＴＡ

ヒドロ虫綱Ｈｙｄｒｏｚｏａ

ヒラタオベリァＯｂｅｌｉａｐｌａｎａ

コバネキセルガヤＬｉｃｔｏｒｅｌｌａｓｔｅｃｈｏｗｉ

ネジキセルガヤＺｙｇｏｐｈｙｌａｘｃｕｒｖｉｔｈｅｃａ

ニホンキセルガヤＺ ｐａｃｉｆｉｃａ

キセルガヤＬａｆｏｅａｆｒｕｔｉｃｏｓａ

ウモレキセルガヤＧｒａｍｍａｒｉａｉｍｍｅｒｓａ

ツツウミシバＳｙｎｔｈｅｃｉｕｍｃａｍｐｙｌｏｃａｒｐｕｍ
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〔Ｖ〕東京都海域における天然礁の概要
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佐藤孫七※

1．はじめに

日頃われわれ海辺育ちの漁業者にとって、多くの“魚礁”は生活基盤の安定の場として魚介草

類の恩恵によくするところが多く、漁業者にとっては大へんに有難いことで、感謝の気持で一杯

である。

これら海洋資源生物の多くが天然魚礁を棲場として産卵・育成と再生産の場とし、魚族にとっ

ては最適の「住み家」であり、漁業者にとっては最適の好漁となる。

しかしながら、近年では大型漁船（トロール等）による天然魚礁の破壊（外国漁船も含む）、

或いは不腐材料を主とする産業廃棄物の投棄による漁場価値の低下等が多く、天然礁と云へども

魚族にとっては必ずしも安住の棲場とはなくなりつつある。

今日、全国的に人工魚礁等による各種の漁場造成が行われ、資源の管理維持や安定に莫大な経

費を費やしていることを思えば、天然礁の管理に今後ますます留意する必要がある。

自然の恩恵であるこれらの天然礁は、明治末期より現在とは比較にたらない幼稚な設備の僅か

数トンの小船で、意気高々と万里の波濤をけり“水産日本，,のために幾多の諸先人によって難難

辛苦の結果発見されたものの貴重を蓄積によるものである。

これらの先輩諸氏に万腔の感謝の意をこめだから、その後世に残された多くの魚礁（海山含む）

を整理し、なお一層の敬けんの念の湧くのを覚えた。今は亡き海底に永眠された多くの諸先輩に

衷心より感謝を捧げ冥福を祈る次第である。

これらの天然礁は子を孫々に至るまで恒久的に有効に活用するための一環として、今回東京都

管下における天然礁の記録をとりまとめた。また、この魚礁分布記録は省エネルギーの現在、能

率的な漁業の操業度或いは船舶保安上等に寄与すること希い、諸先輩の資料を基に筆者の海上勤

務当時の経験を加えて記録したものである。

終りに本文の取まとめにあたって、多くの諸先輩は勿論のこと、多くの漁船乗組員の方々、海

上保安庁水路部、各水産研究所、各関係水産試験場及び漁業組合の方々に御教示いただき、衷心

より感謝の意を表します。

戸

■

2．東京都管下漁場の概要

東京都管下の漁場は富士火山帯の延長上伊豆諸島を始め、延々千数百粁に及び、大海嶺や沖ノ

鳥島・南鳥島などを含む各島しょの周辺、或いは海台上に数多くの魚礁（海山）があり、東京都

※（東海大学海洋学部教授）
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は誠に天与に恵司生れた広大な海域の所有者である。

また、専管２００浬の新海洋時代となり、東京都管内の漁業専管水域は約５０万平方浬に及

び、わが国の総水域１１２万６千平方浬の約５分の２を占めるその海域内には、他海区とは比べ

もののない数多くの魚礁があり、今後は水産資源のみならず各種の鉱物資源等にもかなりの期待

がもたれるところである。

これらの漁場(魚礁)は往事より固定的な好漁場として、回遊魚・根付魚・底棲魚・サンゴ漁業

等の安定した漁獲率の高い固定漁場となっている。

海嶺や海谷付近に分布する多くの諸魚礁は、将来とも多くの漁船が操業し、特に島付き・根付

き（瀬付き）のカツオなど回遊魚にとって、その魚礁分布は今後とも操業上において高漁獲の生

産に寄与するところであり、また測深航法、海底火山爆発等の資料は操業上における船舶の安全

にも大いに貢献するところである。

東京都管内の各漁場には一般国民にも忘れ勝ちである南海の弧島（南鳥島・沖ノ鳥島）や小笠

原群島は専管漁場水域の基となっており、これらの島友の行政上の管轄や発見等の沿革について

もその概略を記した。

１）漁場の位置（範囲）

東京都管内の漁場は南北には極めて長く、北部は伊豆大島の北側約１５マイルでそれぞれ千

葉、神奈川、静岡の各県海域と接している。

南は沖ノ鳥島の南２００マイル（北緯１７．０５’）となって我が国の漁業専管水域の最南端
Ｏ

である。したがって南北の総距離は約１，１５０マイルに及んでいる。東北の距離は東経１５７

３７’（南鳥島の東方２００マイル）より西は東経１３２．３２’（沖ノ鳥島の西方２００マイ

ル）の間で約１，４００マイルに及んでおり、南側ほど広がっているか北端は僅か２０マイル程

度である。

全体的には三角形の広大な面積で温帯より熱帯海域に注たかり、水温及び水質も著しい変化

がある。そのためとの海域の漁場（魚礁）に謂集する魚族も多彩で有用魚種の濃密群も多く、

年間を通じて高漁獲があり経済的な面においても屈指の好漁場となっている。

なお、第１図は魚礁の分布に重大な関係のある海嶺、海台、海溝、海盆などの分布を示す。

第２図は主な魚礁（海山）の分布である。

第３図は伊豆諸島及び硫黄島海嶺、西マリアナ海嶺の断面図である。

第４図は日吉場発見の功績に輝く日吉丸

第５図は昭和１１年に日吉丸坂本忠作船長の作成した海底地形図で、海軍水路部に資

料として提出した。

⑥

ら

－１７－



1300 1400 １５００

◎

ＪＡ５瓠
VIOハローノ

､０国
､。

Ｃｌ
３０。

グ

、
●

０
９

１
や42
4二 ／19

し

z０Ｑ

皇（亀

旨

1８
可

1００

第１図海嶺、海台、海溝、海盆分布図

凡例

海嶺
〆－－ノ

ー海山群

一一ﾃﾌヮ舟状海盆

七島、硫黄島海嶺

西七島海嶺

小笠原海嶺

西マリアナ海嶺

中マリアナ海嶺

東マリアナ海嶺

紀南海山群

九州パラオ海嶺

大東海嶺

沖大東海嶺

●
●
■
■
●
■
●
●
●
■

ニョ■■一（叩夕〈】（わ『、）二勾扣｝△｜，【ロー》《．【叩）【》〃ロ。《〕（】）（、』『》〈皿叩》
つロロー

庵美海台

小笠原海台

小笠原舟状海盆

マリアナ舟状海盆

●
●
●
●
●
●
●
●
●

■ロ■ロ一（⑰〃〈】（面一ｍ）・幻扣一一一．【□｜》〈」【叩）［〃ｎ口（曲）（叩〉（皿』『》
ご
■
ロ
ロ
一
つ
■
ロ
ロ
一
勺
■
口
一
つ
ロ
ロ
ー
マ
日
ロ
ー
『
■
■
■
一
一
百
口
■
一
つ
■
□
一
つ
ロ
ロ
■
一

西マリアナ舟状海盆

南海舟状海盆

伊豆小笠原海溝

マリアナ海溝

マーカス・ウェーキ

海山群

》
搾
紳

蚕
７
Ｖ

｛
□

－１８－



Ｃ
Ｃ
Ｉ
・
田
ｚ

ｏ

Ｃ
Ｃ
ｌ
Ｃ
閂
定

◎

？
！
と
ｍ
ｚ

鮒
洲
Ⅲ
州
怨

Ｃ
Ｃ
１
ｑ
Ｃ
②
【

図

促
企
讐
軽
倶
叩
榊

四
口
圧●

”
Ｑ
朕
■
●
・
住
ｑ

”
Ｑ
伝
痙
■
●
圧
く

Ｃ
Ｃ
０
６
Ｃ
の
【
四

０

hmillfi

再
ロ
ヨ
ョ
・
Ｄ

Ｃ

臼
■
Ｓ
ｍ
】

毎
紺
眠
一
．

姪
、
閣
八
須
一
や
ぐ

姪
Ｏ
Ｋ
袋
田
■■

四
八
碩
叱
、
ｂ
露
拭
丑
Ｎ
ｍ
ｑ

’
四
Ｋ
矢
巾
心
－
１
鼠
仁

図
國
鰍

Ｃ
Ｃ
０
ｆ
Ｃ
守
【
回

０
０

｜
■
缶
ｍ
Ｙ
ｄ
「

卜

四
肢
砿
＋
｜

●

（
掠
壇
）
ゴ

ヨ
臣
拭
朴
Ｋ
座
瓜

王
Ｈ

王
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｂ
８
つ
両
【
国

０

Ｃ
Ｃ
ｌ
Ｃ
【
ｚ

ｏ

Ｃ
Ｃ
ｌ
Ｃ
ｍ
ｚ

ｏ

･

･

１
．

･
ＣＯ

Ｚ

－１９－



夕０

迫遵野

`.（侭八個、長

旧N■余

□Ｎ週拭ＨＰ

■■藁H<、足

＝ ノ（
潮
盈
腿
の
賊
）
醤
０
判
理
腿
ト
ト
｛
↑
圏
”
蝿
厘
咽
棡
痘
凸
閏
噸
湘
囮
迅
図
両
妊

、－項八図、姪巨－．－へ
、

毛
印

ＤＰ●●■●

定疫野

Kトマハヘムー■

逝四扉

八一代邪

◎
両

ロ■ヨ

ロロ編、漣

ｌＥ

子

'因連■野

１

ＸｗＫ■

、二 田■扉

lllME野

体

L号辮：
Ｌ

一

Ｐ－ＤＰＤ●●●●､､ＤＯＤ’■楡印、袈圷
ウ

÷田f(扉

ロ伽牡、野

ｆＩｍ佃康、Ｆ

ｍ他騨

足通算句

胚砥祇ロー

蜻
足砠匝、幻

…篭
）

夕

信
．
Ｉ

功

＜lU<■

鷹匪戻

ト＜＝公民

マトハＸｑ．；

丘■■＜

'１'僻画く=

、ご；

氣四－

K白《書く

づ
－０●●■

（）汀●
●

ｚ
㈹
マ
ー
マ
園
更
ｏ
⑰
劇

、
。

困伍臼歯H皀足⑪扉

Ⅱ+ど拭耳

鐸鱈:』?息二三
堪体扉

Ｋ側五Ｊ

笄砥祇等卯

Ⅱ:魁岬

四
両

□

◎
つ
つ
【
＋
，

１
１
０
１
△

丘
｛ 。
。
。
【
Ｉ

。
。
。
【
’
十

低
一

伝
い
□

。
。
。
［
１

Ｃ
Ｃ
Ｃ
国
－

』
伝
Ｃ
ｌ

ｃ
ｃ
㈹

。
つ
め
Ｉ

ｃ
ｃ
守
０
１

ｃ
ｃ
句

。
。
マ

－２０－



▽０．．．１叶卜肚一トレ、。Ⅷ 蝋
》iMlIiＮ １

１
１
腓
雌
脾
Ⅲ
Ⅵ
壯
咄
Ⅲ
』
’
二
町

ⅢＩｌＩＩｌＩＩＩｌＩＩｕ■Ｈ
１

１

俣
仙
□
〉
噴
旦
咽
鰕
蝉
俣
仙
、

Ｏ●Ｏ●

、麹 霞
､、

■曙
＝

図
『
雛巳

一一二二
●

（■ヨ
コ
ギ
・
ロ
。
．
」

Ｐ

Ⅳ

－２１－



第５図日吉丸による海底地形図

2）漁場構成

第１図に示すように南北に並走する数条の大海嶺、大海溝、舟状海盆、その他海山群、海谷

がある。ことに伊豆諸島海嶺、硫黄海嶺は第四期の活動期中の活火山、活海底火山があり、海

底火山起源の魚礁（海山）が多く点在し、優秀な固定漁場として根付き性の回遊魚および底棲

魚の漁場となり、安定した高生産をあげている。

加えて、黒潮の大海流がこれらの海嶺上を洗っているため、この海嶺、海溝、火山島、海底

火山性魚礁付近には海流（黒潮流・小笠原反流）や冷水塊（特にＢ、Ｃ、Ｄ型）等が出現して

良好の漁場が形成される。

3）特殊漁場

（１）第四期の活動期にある富士火山帯の延長上にあり、海底火山活動の海域にある火山性の島、

岩、礁の出現は航海或いは漁業の操業上においても大いに警戒すべき海区である。

（２）将来とも汚染度が少なく、岩岬の磯での回遊魚であるカツオやマクロ類等の漁獲、沖合の

サンゴ漁業、来遊するカメの養殖、保護などもある天然に恵在れた特殊漁場である。

⑩
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3．海底火山起因の魚礁（漁場）について

海底における火山性の魚礁についてはいろいろあり、＝、△、～必等の記号で区分し、それ

ぞれの火山性の魚礁が普通の魚礁に比べて、漁場価値がより高い点が多いのでその理由を考察し
た。

魚礁（海山）は、中層に多く含む珪酸塩や硝酸塩をどの栄養塩が、魚礁付近でひき起される湧

昇流によって表層近くに運ばれ、植物性プランクトンの繁殖が促進し、それについで動物性プラ

ンクトン、小魚、大型魚の順に多くの集合がみられ、これらの食物連鎖によって漁場が形成され

る。

ｌ）形成の理由

海底火山起因の魚礁は次の理由で更に好漁場を形成する。

（１）火山ガスの中に含まれる鉄（Ｆｅ）、マンガン（Ｍａ）等が少量ではあるが噴出し、これら

の無機物質が植物プランクトンの肥料（栄養）となり、好漁場の要因の一つとなっている。

（２）火山活動にともなう気泡の発生、浮上の現象が魚族の謂集に大いに役立っている。

（３）噴山により礁上の岩面か破壊され、そこに生棲している種々の小生物、例えばゴカイ類、

海草類或いは付着性の卵などが噴出物とともに浮上して魚族の餌料となる。

（４）太陽光線の浸透する恵まれた環境にある浅い海の岩礁には、多くの小生物の棲息に適する

ため、噴火の場合はよりよい漁場となることもある。

（５）礁上の凹部などには堆積した砂、泥、礫などが多く、この堆積物質中には生息する生物が

噴出物とともに浮上して餌料となる。

（６）海底火山の活動により海底の擾乱があり、付近の海中の混濁がある。多くの魚族は底質に

よる「濁り」に魚族が群集する習性があるので、好漁場の要因の一つとなる。

（７）火山活動にともなう海水の「濁り」および噴出する軽石群は、浮上して海面に漂流するの

で、これにより太陽の直射をさえぎり、海面下には陰影部分が出来あがる。

魚族は一般に陰影部分に群集する習性があり、従来からも洋上に浮遊する流木などにカツ

オ、キメジ（キハダマグロ幼魚）、ダルマ（クロマクロ幼魚）、シイラをどの回勝魚が集左

b、これを発見した漁船は短時間に大漁することがあり、漁船の間ではこれを「木付」と云

い、これによる大漁の実例か実に多い。

（８）軽石群（ことに径の大きいもの）には約一週間後にエポシガイ、カキ及びアオサ類のコケ

が付着し、また特殊なカニ及び幼生（漁師間ではこの小さい透明なカニ類をザリガニと呼ん

でいる）たどがつき、小魚の餌とたり、大型魚の餌料となる。

前項に記した「木付」或いは「鮫付」、「鯨付」と同じ様に浮遊物の場でも同様を効果が

公
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あり、小規模漁場となる。

（９）爆音にともなう海水の震動が魚族を刺激し、その音源や震動（含む海水振動）の発生地点

に群集する習性もその好漁場の要因と考えられる。

⑪噴火現象によって、海水温度が変化し礁上の水域内での魚族の移動をうながし、その行動

に刺激を与える。

01）硫黄流、噴出硫黄流の変色水域内において、ダルマ、キメジなどの大漁する事例もあるが

理由は不明である。

以上のように火山性の魚礁には特徴があり好漁場の要因と考えられる。

2）礁、海山のない比較的深海の固定漁場

魚礁、海山のない海域が固定漁場となるには、深海より火山性噴出物が湧昇する可能性、あ

るいは他の理由により湧昇流のある海域が考えられる。

他に異水質の境界水域の出現し易い海域で、海洋構造条件か魚族に適したとき（季節等）に
群集することが考えられる。

4．魚礁（漁場）発見について

この管内海域の好漁場は明治に入ってから、船舶の航行区域、漁船の操業区域の拡大にともな
い、つぎつぎと発見開拓された。

これらの魚礁（漁場）について現在の近代的な装備で、改めて測定すればその位置、水深等に

若干の修正を要するものもあると思われるが、一応当時の記録にしたがって、出来るだけ忠実に
とりまとめた。

表１表漁場発見経緯

⑤

３９８

９０日
の周切海域 ｄｏ

ＪＯＰ 割Ⅲ海域

島周〕囚

、周刃ﾜ海域

(Ｄ周切海域

」可【

(Ｄ周〕､ﾜ海域

－２４－



１９１９年（大正８年）

１９２２〃（〃１１〃）

１９２３〃（〃１２〃）

１９２５〃（〃１４〃）

１９２６〃（〃１５〃）

１９２９〃（昭和４〃）

１９３０〃（〃５〃）

１９３０〃（〃５〃）

１９３１〃（〃６〃）

１９３２〃（〃７〃）

１９３３〃（〃８〃）

１９３３〃（〃８〃）

１９３４〃（〃９〃）

１９３５〃（〃１０〃）

１９３５〃（〃１０〃）

１９３６〃（〃１１〃）

１９３７〃（〃１２〃）

１９４０〃（〃１５〃）

１９６３〃（〃３８〃）

小笠原群島、その周辺海域

硫黄島

富士丸マリアナ群島調査

海洋場

海徳場

台湾沖漁場開拓

ウラカス明星場、アグリガン西瀬

南洋群島、南支那海漁場開拓

福徳場

高鵬場（九州、パラオ海嶺）

日吉場

西カロリン群島、パラオ西漁場開拓

ルソン沖漁場開拓

春日場、福神場

松生場（西七島海嶺）

トラック諸島漁場開拓

三福場、小笠原海神場

鷹寿場

富蔵弁天の瀬（マリアナ西方海域）

デ
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第２表各礁別発見記録

ｏｌ ｏｌ

①銭ｿⅡ伊豆石室崎の南約４０浬、北緯３３５６．５、東経１３８４の３，１８７６年

（明治８年）、伊豆…静岡県松崎村の人、稲葉半七…（発見した船名不詳、一説には、神津島の

山頂より望見したと伝えられている）発見す。高さ１３，．

１９１２年（大正元年）８月軍艦“松江,'測量す。

１９２２年（大正１１年）鉄製の杭柱建設、点灯取止め。

岩の周囲は根付魚類多く、帆走櫓船時代は、この州左で行けば金の州…金庫…と同意味の漁獲

されることから、銭州…ゼニの州と名付られた。周りの礁上には、ヒロメ、フノリをどの海草が

茂り、ベラ、カサゴ、メジナ、イセエピが多く、他にカツオなども豊富である。
Ｃｌ 。′

②松生場銭州の南方約１７５浬、北緯３０５８．５、東経１３８５８．０、水深５６～１８０，．

１９３５年（昭和１０年）７月静岡県志田郡焼津町、田中金松所有のカツオ一本釣漁船、松生

丸、船長田中金弥により発見され、カツオなど大漁を続けた。操業中は、設標した。

松生丸は、漁場発見の功により、静岡県水産会長より表彰された。
ｏ′

③西之島漁場小笠原父島の西方約７０浬､北緯２７１４０、東経140.54{Oにあり､１９

１８年（大正７年）静岡県御前崎、焼津のカツオ－本釣漁船松生丸（ｔ）により漁場を開

拓された。

その島の周辺は、周年カツオ、マクロ（ピンチョウ４月上旬前後）カツオなどの回勝魚の外、

カサゴなどの根付魚が極めて多い。

この島は、１９７３～７４年（昭和４８～４９年）海底噴火を起した。
。' 。'

④海形場西の島の南方約３５浬の北緯２６４６．０、東経１４０５７．０、東西約２浬､南｣上約

３浬、水深約１４０ｍ、底質、石花礁の魚礁で、１９２５年（大正１４年）３月２４日（１９

焼津市：註日本鮭鮪釣漁業水産組合の発表は１９２６年（大正１５年）４月９日とある）静

岡県榛原郡御前崎村大澤情治郎所有カツオ－本釣漁船“海形丸，,（８８ｔ２００１Ｐ）船長大沢

常吉、漁携長益田良吉、機関長らによって発見された。

発見当時、カツオ、キワダなどの大群に乱舞する海鳥群を認め、操業始まるや短時間で満船状

態の大漁した。この魚群は測深の結果、浅礁上に群集したものであった。その後数航海、続けて

大漁した。後他船にも知られ、優秀な漁場として現在に至っている。

海形丸は、魚礁発見の功績により、県水産会長より表彰された。なお海形丸は日本漁船で最初

に音響測深儀を装備し、魚群を求め航走しつつ、魚礁、海山を発見、漁獲生産の向上と共に海底

地形を明かにし、海図作成上に大いに寄与した。またこの礁発見後、七島、硫黄島、海嶺上さら

に西マリアナ、中マリアナ、小笠原、西七島の各海嶺上に魚礁、海山が次々と発見された。

己
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をお、操業中は設標（マリウケ）して礁の目標とした。

⑤海徳場西之島の南方約５５浬の北緯２６．１８'５，東経１４１０５．０に通称“海徳北の場
Ｃｌ

（北の瀬），，とも呼ばれ、最少水深１０５ｍ、１９２６年（大正１５年）１１月２８日、静岡県

御前崎村沢入幸助所有船、“海徳丸,，（８５ｔ､１５０１Ｐ）、船長伊村万次郎、漁携長山崎

平四郎、機関長らによって発見された。
゛ 。'

１９２７年（昭禾ﾛ２年）４月、恂徳東の瀬、北緯２６０８０、東経１４１．０６《Oの地点に水深
｡’

３０４ｍを発見、さらに同年６月に、その南西約１０浬、ｺﾞﾋ緯２６０３．０、東経１４０５６．０の

の地点に水深２５０ｍ、海徳西の瀬（場）を発見した。各礁に設標して操業の目印とした。

これらの魚礁は、カツオ、サメ、キワダなどの漁獲が多く、発見以来５航海は連続満船的な大

漁を続け、その後他船と共に現在まで優良漁場として高い漁獲生産をあげている。

船長伊村万次郎は、この功により静岡県水産会長より表彰された。（表彰状別紙）
０’ ’

⑥福徳場南硫黄島の南々東約１３浬、北緯2490614～04.0、東経１４１３５．０～37.0、

最少水深１００ｍ、周りは急深の尖礁で、海底活火山である。

１９３１年（昭和６年）秋の漁季、静岡県焼津町小川の小林惣一郎所有漁船“第１福徳丸,，

（１３０ｔ、２００１Ｐ）、船長吉田鹿蔵、漁携長、機関長らによって発

見され、カツオ、キメジ、ダルマ、サメの好漁場で現在まで高い生産をあげている。

船長吉田鹿蔵はこの功績により、県水産会長より表彰された。

註：この礁は、１９６２～６５年（昭和３７～４０年）同県戸田村、中島繁所有漁船、毘沙

門丸の漁場長中島氏らが操業中礁上より多量の硫黄が噴出し、その変色水中から、ダルマ、キ

メジなどがよく釣れたが、いつ大爆発に遇うかと不安を感じながら、一方夢中にたって操業した。

操業中は設標して礁の位置的な目印とした。

註：１９７８年（昭和５３年）月、水路部測量船“照洋，，の測量の結果、最少水深は２１０

腕であった。なお、水路部はこの魚礁を“福徳海山，，と命名した。

なおこの礁は、西瓜の浮流によって他船に発見されたため「スイカ場」とも云う。
Ｏ’ ０′

⑦南日光場南硫黄島の南々東約７０浬、」上緯２３１４．５、東経１４１３２．５、水深５２～６０

ｍの浅礁で、１９４７年（昭和２９年）１０月、静岡県御前崎町、薮田国平所有漁船第８日光丸

（２２１ｔ、５００１Ｐ）、船長伊藤表吉、漁携長高塚勝蔵、機関長松下春雄らによって発

見され、カツオ、メジなどの漁獲の多い魚礁である。操業は設標し操業の能率を計った。
‘０’ ○’

⑧鷹寿場日光場の西方約１０浬、北緯２３１４．０、東経１４２２４．０，１９４０年（昭和１５

年）９月、静岡県榛原郡御前崎村、沢部松蔵所有漁船“鷹寿丸',（１２６ｔ、ＩＰ）、船長

、漁携長、機関長らによって発見された。

Ｐ
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この礁は、南北約１浬、東西約３浬で、最浅部は９０ｍ、周年カツオ、マグロ群が多く、良漁

場となった。（焼津市史）
Ｏ

⑨日吉場南硫島の南々東約３０～５０浬の間（｣上緯２３４７．０～２３２８）、東経１４１
。'

４３．０～１４１５８．０）にある。

１９３３年（昭和８年）９月２６日、静岡県榛原郡御前崎村、沢入市兵衛所有船“日吉丸，，

（１３５ｔ、ＩＰ）、船長坂本忠作（現在８７才）、漁携長、機関長
０' ０’

によって北緯２３３９．０、東経１４１４７．０に水深１８０７７@の礁を発見、キハダ、カツオなど、

数航海満船的大漁をした。操業回数を重ねる度に、その付近南北方向に、新礁が次々と発見され、

回勝魚の他に根付魚も豊富で、有数の大漁場となり現在まで高い生産をあげている。最近は海底

火山活動が盛んで、水深３０ｍの報告があり、航行上充分注意する必要がある。

壷

焼津市史、および日本鰹鮪釣漁業水産組合によれば次表のようである

ヨラ岑岡‘

ゴ吉中ロ

１８０， ０．８１．０
。吉沖ｑ

日吉丸船長坂本忠作氏は、漁場と共に熱心に礁などの測深を行い、海底地形図を作成し、そ

の資料を海軍水路部（当時担当管岸人三郎少佐、後に海軍少将）に報告した。

※参考資料欄に当時の水深記録図、表彰状あり。

Ｏ' ○’

⑩福神岡の場南硫黄島の南東約１８０浬、北緯２１５６．０、東経１４３２８．０．

１９３５年（昭和１０年）５月、静岡県榛原郡御前崎村、伊村徳乎所有漁船“福神丸，，（１１６

ｔ、ＩＰ）、船長薮田国平、漁撹長伊村伴次郎、機関長伊村佐次郎、航海士清水虎次

らによって発見され、当時の水深１６７ｍであった。（焼津市史：水深２１０，〃、周り１．２浬）。

発見当時は、カツオ、キワダの大群あり、大漁したが、火山活動は認められなかったので、設標

して操業した。

この礁は１９７３年（昭和４８年）９月２７日以後、相当活発を海底火山活動があり、水深３

ｍの浅礁が記録された（三社丸）･

註：資料は、当時の乗組員の御前崎町の下村吾平氏の好意による。
Ｏ' ０’

⑪春日場北緯２１５７．０、東経１４３２９．０。

刃
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１９３５年（昭和１０年）４月、静岡県榛原郡御前崎村、増田権三郎所有“第２春日丸,，

（１２６ｔ、約２００１Ｐ）、船長増田権次郎、漁携長吉村又右エ門、機関長寺田らに

よって発見された。

南北４浬、東西２浬、最少水深１４０，．

周年鰹、鮪群多い゜

資料は、現在資料増田行男による（１９８０）。
Ｏ' ０′

⑫南春日場北緯２１３６．０、東経１４３２８５．水深３００１，m（１９７６年昭和５年､水路部

の測量の結果２７４ｍの浅所を側得した。）

１９３５年（昭和１０年）、宮崎県南那珂郡南郷村明丼津、西村伝作所有漁船“第１春日丸',

（１１０ｔ－鋼船）、船長山崎甚作、漁携長坂本熊被、機関長坂本操平、通信長西村精

三郎らによって発見された。

キワダ、マグロ、カツオを大量の漁獲があった。

註：春日丸の名称は、当時農林省水産試験場の春日場長の“春日,，をとって船名とした。
Ｏ' ０’

⑬三福場北緯２２５０．１、東経１４２３６．７．

１９３６年（昭和１１年）春の漁季（焼津市史昭和１２年６月）、愛媛県宝飯郡三谷町、小

田忠平所有船“三福丸'，（１６１ｔ、８８，３２０１Ｐ）発見周囲２．３浬、最少水深１８０，．

との礁は周年、鰹、鮪群が多い。設標は２５０等（約３７０ｍ）の深さであった。船長益田

、漁拷長松下忠造、機関長小笠原。

（三氏は、静岡県榛原郡地頭方出身）（資料：焼津市史）

（および当時三福丸乗組員の楠田慎松氏による）
０' ０’

⑭大黒場北緯２１１５．０、東経１４４１２．０、水深６００，．

１９３６年（昭和１１年）の春の漁季、静岡県榛原郡地頭方、清水新蔵所有、カツオ－本釣漁

船“大黒丸，，（１１０ｔ、２００１P、釣船）、船長相原房吉、漁樹長、機関長

らによって発見された。

キメジ、サメ、ダルマ等を大漁して、大黒海山と命名した。

⑮栄福場南硫黄島の南東約２３０浬、北緯２１２４５、東経１４４０８．５に水深３５０ｍ～

６００，．

１９３６（昭和１１年）春の漁季、静岡県榛原郡御前崎村、小野田八郎左エ門所有漁船“栄福

丸，，（１２０ｔ、２００１Ｐ）、船長鈴木良一、機関長小野田喜作、漁携長らによ

って発見された。

発見以来、カツオ、キワダ、マクロ等の好漁場とたった。

つ

牙
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｡’ ｡’

⑯海勢場硫黄島と北硫黄島の間、北緯２４５４．０、東経１４１１０．０、水深６０～１５６，〃。

１９３１年（昭和６年）春の漁季、静岡県榛原郡相良町地頭方、清水所有カツオ－本釣漁

船“海勢丸',（木造船約１００ｔ、ＩＰ）、船長、漁携長、機関長

らによって発見された。カツオ群多し、また火山性硫黄流の変色水帯中から、キメジ、

ダルマの漁があった。

｡'

⑰新海徳場北緯３６５６《8、東経１３８３９．０、水深１４５１"。

１９３７年（昭和１２年）春の漁季、静岡県榛原郡御前崎、沢入又十所有カツオ漁船“海徳丸，，

（鋼船、１９９ｔ、３３０１Ｐ）、船長、機関長、漁拷長らによ

って発見された。カツオの好漁場である。
Ｏ’ ０’

⑱砥石場北緯２０３４．５、東経１４２２３．０．

１９４９年（昭和２４年）春の漁季、静岡県清水市、清寿漁業株式会社所有船カツオ－本釣漁

船“第２情寿丸'，（１５０ｔ、ＩＰ）、船長岡田喜一、漁携長佐藤真二、機関長

ら魚群を求めて調査航行中、前記地点の海中に青白い海底を認め、直ちに船を急､停止し、甲板

上にある砥石にマクロ縄で縛り、アリウケとして設標した。この礁の名称を砥石場と名付けた。

カツオ、キワダ、サメを大漁した。満船と同時に第５精寿丸に報せた。この資料は、当時通信長

の桑原昭の提供。

⑲青ゾウリ場北緯2..29/９，東経１４２２５．５、水深１４碗。
Ｏ’

１９３６年（昭和１１年）１１月、静岡県榛原郡御前崎、沢入市兵衛所有漁船“日吉丸,，

（１３５ｔ、ＩＰ）、船長坂本忠作、機関長、漁携長らによって発見

した。礁名は、船が漂泊中、ゴム製の青ゾウリを過って落した処、青ゾウリが礁上で止注b、沈

まなかったためである。他は礁が青白く見えたのでこの名をつけたという。カツオ、サメ、ダル

マ等が多く、豊漁した。資料は、坂本船長による。
Ｏ′ ◎′

⑳日之出丸場北緯１８０３．０、東経１４３０７．０、水深浅い処は２３～２５，，z、礁の長さ

は、東西４～510,、南北Ｋｍｏ

１９３６年（昭和１１年）月、静岡県郡田子村、松田の所有のカツオ－本釣漁船

第５日之出丸（１５０ｔ、３２０１Ｐ）、船長、機関長、漁拷長

らによって発見された。

⑳小田丸場鷹寿場の西約６浬の地点、北緯２３．１４０、東経ｌ４ｆ２４０、水深９０，．

１９６０年（昭和３５年）１０月、秋の漁事静岡県榛原郡御前崎町、川口康一所有漁船“小

田丸，，（木造約４６ｔ、２５０１Ｐ）、船長、兼漁携長小田孫一、機関長小栗伝作らによって

発見された。漁は主に根付の底魚で、手釣によしマダイ(オナガ)･チピキ(ｱｶｳﾞﾅﾊﾟ)であった。操業中

つ
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は設標（アリウケ）を設け、能率的操業のため、礁の位置の目印とした。
０ ０ ０′

⑳黒瀬、新黒瀬、八丈島付近の漁場ｵﾋ緯３ざ～３３．東経１３９～１４０２０

１９３１年（明治４１年）４月２７日より、静岡県榛原郡焼津町、東海遠洋漁業株式会社（社

長片山七兵衛）所有漁船

高草丸（木造２８ｔ３２２０馬力）船長鈴木吉太郎機関長北原万一

東洋丸(木造２３ｔ９４２０馬力）〃北原新吉〃鈴木兼吉

富久丸（木造２６ｔ６５２０馬力）〃松永興吉〃鈴木安太郎

らによって発見された。

カツオをど大漁を続けた。以後、船型、機関共に大型にたり、１９１９年（大正８年）より、

漁船第２大洋九ｔ、デーゼル機関100馬力を装備し、好成績を収めぞ漁場の発見、開拓大

いに成果を収めた。１９２４年（大正１３年）第３川岸九（鋼船、７６ｔ６３，１５０馬力）の

優秀船で更に各漁場を開拓した。

⑳※拓南山、※※拓南山の山

※八丈島の北東約２１浬、北緯３３．１７/Ｏ、東経１４０．１１(Ｏ、水深２０２ｍ。

※※〃〃３３．１３/５、〃ｌ４０ｏ１ＺＯ、〃３９２，．

発見船※東京都水産試験場調査船拓南丸（１４６８ｔ、６０１Ｐ）

〃※※〃拓南（１９５８ｔ、１６０１Ｐ）

発見年月日※昭和３４年８月

※※昭和５０年９月

※船長石井義道、機関長佐々木晴一指導技師草苅正

※※長田一市、〃本橋彰三〃石川吉造

⑳ベヨネーズ列岩および付近（明神礁）この列岩の外国人の最初の発見は

１）１８４６年～５０年（弘化３～７年）５月３１日、仏国軍艦ペヨネズ号“Ｂａｙｏｎｎａｉｓｅ'’
０′

艦長Ｊｕｒｉｅｎ・ｄｅ・Ｌａｇｒａｖｉｅｒｅにより発見、ｵﾋ緯３２００．７、東経１３９５９．３に測定した。

また、和蘭国艦隊コウリイル号“Ｃｏｕｉｅｒ',、艦長van・Braam，Ｓｃｈｏｕｃｋｏｗｉ、イウフ

ササイ号、ヨーロッパ号、フリーゲート、パールト号、ウッセラス号、フレピウス号にも視認

された。（水路誌１８８５）
｡’ 。'

２）１８６９年（明治２年）、」上緯３１５７．０、東経１４０００．０（明神礁）に海底噴火あった。

（ＣｕｔｏｌｏｇｕｅｏｆｔｈｅＡｃｔｉｖｉｖｅＶｏｌｃａｎｏｅｓｏｆｔｈｅＷｏｒｌｄ…ＢＶＥｄｉｎｂｕｒａｇｈ

ｌ９４７）
｡’ ０'

３）１８７０年（明治３年）青ヶ島の南東約２５浬、北緯３２０７．３、東経１４００６．１（概位）

⑤
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に小噴火島か噴出したのを青ヶ島住民が視認した。

（八丈島仙郷誌、大賀郷村、大脇繁吉１）

４）１８８０年（明治１３年）米国軍艦“Ａ１ｅｒｔ号，'は、危険な列岩と要注意航海と警告した。
Ｏ’ ０′

その位置、」上緯３１５５．３、東経１３９５４．３と測定。
◎

５）１８９６年（明治２９年）英船“Ｓ・ＳＬｉｎｊｉｓｆａｈｒｍ,，号は、列岩の北方約８浬、北緯３２
０'

０３．０、東経１３９５４．０に新火山島の噴出をみた。

６）１８９８年～１９０２年（明治３１年～明治３５年）軍艦秋津州、斉藤艦長、軍艦高千

穂、梶川良吉艦長、前記の噴火島を発見できたかった。

７）１９０６年（明治３９年）４月７日～１５日、逓信省海底ケーブル布設船“沖縄丸，，梶浦逓

信技師、列岩付近に海底噴火を認めた。
Ｏ’ ０ノ

８）１９１５年（大正４年）２月、日本郵船ＫＫ遠江丸、北緯３１５６．０、東経１４００１．５、

水深約１０ｍの浅礁を測った。同年６月１４日、海中大噴火を認めた。静岡県焼津漁船、第３

高根丸、川岸九、カツオ漁を操業中大噴火に遇う。

⑮白根北緯３]Ｐ３0.'1、東経１４００３．６、水深７，．
０’

１９２１年（大正１１年）、静岡県志田郡焼津、第二日出九（４８ｔ、ＩＰ）、船長前田

吉太郎、漁拷長、機関長らによって発見された。

（資料：日本水路誌第１巻１９１４）

註白根の東約浬に海底火山あり、１８７０年（明治３年）仏国軍艦“Ｓｃｈｉｌｌｅｒ,，が

海中から火燈の昇るを認めた。

玄た､同年英国軍艦"ＨＭＭｅｎｅＭｒ…，'､艦長Elredがヱﾐﾕ島の北東微北合
北、約５浬に噴火と、その火口から高さ約４０呪（約１３ｍ）、長さ１００呪（約３３加）の小

島を認めた。

⑳富士丸場（富士丸浅場）

北緯28.05/o、東経１４１５８６、水深２７０ｍ。
。'

１９２７～２８年（昭和２～３年）|/て、静岡県水産試験場（清水市日之出町）場長後藤昇蔵

大富士丸（第３代１６１ｔ、ＩＰ）、船長増田興平、機関長、漁携長

、漁業指導官らによって発見された。

その後、小笠原漁場は、カツオ、マクロ、ハマダイ（オナガ）など回遊魚、根付魚の好漁場と

して開発された。

註当時活躍した調査船は第３代、第４代富士丸である。

第３代富士丸（１７９．８ｔ、３２０１Ｐ）船長橋川昭

⑫

ア

５
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第４代富士丸（ｌ９１ｔ３８０１Ｐ）

Iii潅・
によって、小笠原、硫黄島およびマリアナ群島海域において調査研究、 漁場開拓に大いに活露し

た。

⑳母島南瀬場

姉島の南方より姪島の南南東の間の，Ｏ～１３浬の間にあり、別図に示すように数個の尖礁が
。ノ ｡' ０’ ○’

存在している。北緯２６２７．０～２６１７．０、東経１４２１２．０～１４２２２の間に分布し、水深

２８０～３８０ｍである。

１９４０～１９４１年（昭和１５～１６年）の戦前、静岡県御前崎、所有漁船“福吉

丸,,船長、機関長、漁拷長らによって、水深２８０ｍの尖礁が発

見され、手釣により、マクロ、ハマダイ等の回遊魚、底棲魚を大漁した。

当時“福吉丸,,の乗組員であった石田友吉は、戦後母島の前田守所有漁船“好漁丸,，（ｔ、

，Ｐ）、船長神奈川美知大、漁携長佐を木虎四郎、機関長らによってこの礁を

再発見し、好漁を続け現在に続いている。

⑳得撫山魚礁
ｏｌ Ｏ′

父島巽崎の南微、約９浬、北緯２６５３．０、東経１４２１５．０、水深１９７ｍ、底質“岩'，。

⑳赤場浅根魚礁
Ｃｌ ｡'

母島東岬の東方約４浬、北緯２６３９．７、東経１４２１５．１、水深１６２ｍ、底質“砂，，。

等の好漁場は、，９，，年（明治４４年）５月～１０月、日本海軍の測量艦“松江，，（２２５０

排水トン）、艦長海軍中佐米原林蔵、測量班長大後五郎、測量員水路大技師、露木秀等

により測量艇９隻によって測量され、上記諸礁も海図上に記載され、漁業上大いに益した。

魚礁の開発は、大正の初期より昭和の初期（太平洋戦ごろまで）の間、小笠原群島の父島二見

港、母島北港、沖港を基地する。石田友雄、浅沼竜之助、前田守、河野卯吉ら所有漁船

漁栄丸（１９ｔ、ＩＰ）船長機関長

大正九（１９ｔ、ＩＰ）〃〃

母島丸（１９ｔ、ＩＰ）〃〃

北星丸（１９ｔ、ＩＰ）〃〃

沖丸（１９ｔ、ＩＰ）〃〃

②
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好漁丸（１９ｔ、ＩＰ）船長機関長

によって行われた。

⑳輿洋礁
。’ ０’

輿洋礁、北緯２７０７．４、東経１４２２０．２、水深２８０～３００１，Zｏ

ｏ' ０′

興洋礁南、斗上緯２６５７．０、東経１４２１８．０、水深２８０ｍ。

東京都小笠原水産センター所属、調査船興洋（４３ｔ、５３０１Ｐ）、船長浅沼隆、機関長

・調査員小泉正行、堤清樹調査員によって１９７２～７３年（昭和４７～４８年）に発見された。

⑪ラマポ堆

父島の東側、伊豆、小笠原海溝を隔て、父島の東方１５０浬にあり、１９３３年（昭和８年）

米国測量船“Ramaｐ０，，号により水深７５ｍの堆を発見、“ＲａｍａｐｏＢａｎｋ,，と呼称され

ている。

⑫小笠原海神場（東海神場）

“RamapoBank，，域内にあり、北緯２７１５．０、東経１４５１２．０、水深７５～100ｍの

この礁は、１９３７年（昭和１２年）１１月、静岡県榛原郡白羽、高塚甚左衛門漁船“海神九,,

（１２４ｔ、ＩＰ）、船長、機関長、漁拷長らによって発見

開拓され、周年、キメジ、ダルマ、カツオ、ピンナガなどの回遊魚の他に、ハマダイ（オナガ）

ｶｻｺﾞ類など手釣による漁獲が多い。

⑬相模場
０' ０

との礁は“RamapoBank,'域内の前記の“東海神場，，付近の北緯２７１６．０、東経１４５
１

１１．０、水深６１～９２ｍで、ハマダイ（オナガ）、カサゴ、ムツなど、多くの底棲魚が主とし

て手釣によって漁獲されている。

発見船は、神奈川県船籍の漁船であると推定されているが、定かでなく、その発見年月も不明

である。

この礁付近は、漁船に搭載されている伝馬船が密集し手釣により操業していることか、しばし

ばある。

⑭富蔵弁天の瀬
。ﾉ

ｷﾋ緯１８０７．０、東経１４２゜５７《８、水深１３０碗。

静岡県西伊豆町田子、山本常吉所有カツオ一本釣漁船“弁天九，，（１４２ｔ、３２０１Ｐ）、

船長山本忠之助、機関長山本直、漁携長山本幸四郎らにより、１９６３年（昭和３８年）

１１月発見された。

この礁の側面は急深で切り立っている尖礁であり、カツオ、キワダ等の好漁場である。

つ
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⑮荒金礁
０’ ０’

北緯１５３７．０、東経１４２４５．５、水深８～１５７，@。

１９３３年（昭和８年）月、荒金政信か飛行中、航空機上より、礁の浅部が青白い変色海

域を認め、浅礁と確認した。

1９年（昭和年）静岡県榛原郡地頭方、清水新蔵所有漁船“大黒丸,，（ｔ、

ＩＰ）、船長、漁横長、機関長ら再発見し、漁獲をあげた。

水深深く、荒天時は波浪が砕波するため、要注意。

⑳千代九場
０’ ０’

ｵﾋ緯２６０７．５、東経１４１０７．５、付近水深１２０，．

１９年（昭和年）静岡県焼津市、昭和漁業株式会社。

⑰昭洋海山
｡' ０′

南硫黄島の南東約１４０浬、」上緯２２２８．４、東経１４２５８．５．

１９７７年（昭和５２年）６月、海上保安庁水路部測量船“昭洋,，（１８００ｔ、２４００１Ｐ）

船長平野整、機関長宇野貞秋、測量班長高田四郎らによって、この近海測量中発見された。

最少水深５６４ｍであった。

⑱明星場
０’ ０′

北緯２０２７．０、東経１４５０３．０、水深１２０～１５０，．

１９３７年（昭和１２年）静岡県榛原郡御前崎、）||口賢太郎所有カツオ一本釣漁船“明星丸，,

（１２０ｔ、ＩＰ）、船長、機関長、漁携長によって発見さ

れ、キメジ、ダルマ、カツオ漁多く、ダルマは硫黄流の変色水帯からよく釣れた。

⑲サリクアン、西の瀬
。' ０’

サリクアン島（マリアナ群島）の西方約８浬、北緯１６４４．０、東経１４５３８．５、水深１７０

ｍで礁上は尖っており、周りは急深で１５０トン級カツオ船の旋回圏より狭い尖礁で、その礁の

真上には周年を通じ濃密をカツオ群があり、太平洋戦前、１９年（昭和年）により発見

された。

その後、１９５１年（昭和２７年５月）マッカーサーライン廃止（昭和２７年４月２７日）後

静岡県清水市、小笠原漁業株式会社所有のカツオ－本釣漁船第２小笠原九（１６０ｔ、４５０１Ｐ）

船長井桁勇三、漁携長金沢、機関長平塚芳夫によって戦後再発見され、カツオの高漁

獲があった。

⑭高鵬礁
０' ０’

４上緯２６５１．７、東経１３５００．４、水深２６０ｍ。

?
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１９３２年（昭和７年）８月、高知県郡須崎町、高知県水産試験場（場長）

漁業指導船（試験、調査船）、高鵬丸（木造船８０ｔ、１００１Ｐ）、船長杉本鹿次、機関長

小松伝太郎、航海士遠近島市、漁業指導官、農林技師和田秀政の指導のもとにマクロ延繩操業

中、この礁を発見し、船名にちなみ、“高鵬礁，，と呼称し、漁業者（漁船乗組員）は現在もとの

呼称を用いている。１９７７年（昭和５２年）水路部は、北高鵬海山、南高鵬海山と命名した。

この礁は、マクロ、キワダ、カツオ、ピンチョウマグロの好漁場で、指導船高鵬丸の外、静岡、

三重、高崎、鹿児島、神奈川等の諸県の漁船により操業開拓され、主た、水路部の測量艦船によ

って水深測量を実施された。

このため、栄吉場、菅鷹堆、駒橋海山等の名称を付されている。

１９７７年（昭和５２年）北高鵬海山、南高鵬海山と命名。

⑪蒼鷹堆
・' ０’

北緯２９５１．０、東経１３３２１．０、水深４８０碗。

１９３８年（昭和１５年）６月日、農林省中央水産試験場（場長春日信市）調査船“蒼

鷹丸，，（２０２ｔ、ＩＰ）、船長今村喜一、機関長、調査班長宇田道隆、海洋

観測中、採水器を下す途中に着定したため付近を音響測深儀で調査の結果、最深４８０碗を測得

した。底質は、白い砂混り、およびサンゴ類を採取した。

⑫三七山

北緯34.39/O、東経139.1..0、水深２４０ｍ・

東京都水産試験場大島分場（分場長国分東一）所属調査船“かもめ，，、船長田中七郎、漁

携長黒雲三次郎、調査員小西尚男、１９６２年（昭和３７年１１月）、大島から利島付近に

かけて底魚漁場を探索中に、従来底釣漁場として未利用だった浅根を魚探により確認した。同漁

場ではキンメ、オオメダイ、ムツの好漁があり、その後大島の各船共大漁した。現在も小型船に

利用されている好漁場である。

⑬スミス島

北緯３１P26j8、東経１４００３０、高さ１３６，．
０’

「八丈実記」筆島がスミス島か（近藤富蔵）

１８５１年（嘉永３年）３月２６日、英国軍艦サラ・ワルソン号、艦長スチックは、鳥島を観

察後、同日スミス島を視認した。

１８５１年（嘉永３年）月、英艦へパー号（艦長Ｓｍｉｔｈ）によって再視認し

た（島名は、艦長名をとってスミス島とす）

１８５９年（安政５年）、英国軍艦トリピウン号視認。

Ｐ
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１８８０年（明治１３年）、米国軍艦“Ａｌｅｒｔ“号、艦長Ｃ、Ｌ・Ｈａｎｔｉｇｔｏｎ（海軍少佐）

島を４２１呪と測定。

註当時のスペイン海図には、“サンマテオ島，，と記された。

⑭鳥島東京より約３１０浬、Ｋｍ、アホウ鳥棲息
◎' ０ﾉ

ｵﾋ緯３０２８．７、東経１４０１９．０、高さ旭山４０４，．

１７０９年（宝永６年）４月２９日、仏国船“ＳｔＡｎｔｏｉｎｅ，,号の船長ＤｅＦｉｒｏｎｄａｔに

よりＳＡｎｔｏｉｎｅｌと命名された。

１７８５年（天明５年２月）士州（高知県）鏡郡赤岡浦、松屋儀七、沖船頭

１７８８年（天明８年２月）摂津国、大阪、北堀江、亀次郎、沖船頭儀三郎ら漂着。

１７９０年（寛政２年正月）薩州（鹿児島県）志布志浦、中山屋三右衛門船、沖船頭栄右衛

門ら６名漂着。

１８２０年（文政２年）露国艦“ポロティノ号，'の艦長、ＬｉｅｕｔＰｏｎａｆｉｄｉｎ（海軍大尉）
。’OＰ Ｏ′〃

島を観察す。位置を３０２８２６Ｎ、１４０１４１２Ｅに測定した。島名を艦長の名をとり、外

国名は、ポネフイディン島と呼称。

１８４１年（天保１２年９月１３日）四国、士佐ノ国（高知県）幡多郡、宇佐浦徳之丞船、船

頭（船長）蔵、中浜万次郎漂着。６月７日、米国マサケッセツ州ペット゛ホールド港所属の捕鯨

船“ジョン・ホーラント・号,,船長ホイットフィールト゛に救助される。

１８５１年（嘉永３年）３月２６日、英国軍艦“サラ・ワルレン号,，、艦長スチック、島を

観察す。

１８８６年（明治１９年）玉置半右エ門、アホウ島、フン採取、開拓す。

１９０２年（明治３５年）８月８日大噴火、島民１２５人、家畜共全滅す。

⑮Ｓ・Thomasｿｰﾌﾟ(嬬婦岩)東京３５０浬､約650ｌｂl、鳥島より３０浬
０' ０′

北緯２９４７．０、東経１４０２２．０、弧立、直立した岩で、高さ１００，．

１７０９年（宝永６年）４月２９日、仏国船“Ｓｔ・Ａｎｔｏｎｉｎｅ号，，の船長ＤｅＦｉｒｏｎｄａｔ

により発見され、ＳＲｏｃｈ（Ｓ・Ｒｏｃｋ）と命名した。

註この岩の名称は、“リカ・ロッククイプ，,、“ソウフ・オロ,，、“ソウフロック，,とも呼

ばれ、スペイン海図には、“プエラ岩，，、“セイルロック,，岩,，、‘‘ソウプ，，、“アームステッ

ト,，、“オルムンー岩,，、“黒岩，，等の多数の名がある。

１７８８年（天明５年）英艦“フリエス号,，艦長ＪｈｏｎＭｅａｒｓはＪｏｒｂｌｓｌａｎｄ……

ＬｏｔｓＷｉｆｅ“ヤモメ岩，,と名付けた。

１８５３年（嘉永６年）英艦“イサペリダ・ハイン号，，艦長リマルピン。

9
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１８５４年（嘉永７年）米艦“マセドニアン号，'ロツヂヤー（海軍大尉）

１８５４年（〃）米艦“ヴインセンス号,，

上記各艦ソウフ岩を観察した。

１８８０年（明治１３年）米艦“Ａ１ｅｒｔ,，艦長Ｃ､Ｌ・Ｈａｎｇｔｉｎｇｔｏ海軍少佐は観察した。

⑯南鳥島（24.17(ＯＮ、１５３５９０Ｅ）
０′

Ｍａｒｃｕｓｌ・ｏｒＷｅｅｋｓＩ、父島の東方約６４０浬にある洋上に弧立した高さ約１０ｍ（頂

１９ｍ）、面積L2KIi、囲７．６Kmで、我が国領土中最東、最南東の亜熱帯海域に位置する弧島

で、島付き、根（瀬）付き、カツオをどの回遊魚およびカサゴ等の底棲魚が豊富で良漁場である。

沿革

１）１５４３年（天文１２年）西国軍艦“ＳａｎＪｕａｎ，，号は、ＢｅｒｎａｎｄｄｅｌｅＴｏｒｒｅ指導

のもとに航行中、多分この島を視認が考えられている。

（ＤｏｎａｌｄＤＢｒａｎｄｌ９６７）註ア．

２）１６９４年（元緑７年）６月２１日、西国船（補給船“ａｓｍａｌｌｔｅｎｄｅｒ,,）

ＭａｎｉｌａからＡｃａｐｕｌｃＯの間ＭａｒｃｕｓＬかＷａｋｅｌ、のどちらかで視認、かつ島か

ら島水を補給した。（ＤｏｎａｌｄＤＢｒａｎｄｌ９６７）註Ｚ

３）１８００年（万治元年）米国の伝導船の宣教師がこの島を認め、Marcusl．と命名した。

４）１８６４年（元治元年）米艦“MorningＳｔａｒ，，号、艦長Ｇａｌｅｔｔ大佐視認、Ｗｈｉｔｅ

Ｐｅａｒｌｌ．と命名。

０

５）１８７４年（明治７年）米測量船“Tuscarora，，号、船長Belknap、島の位置２４
０１

１４．０Ｎ、１５４００.ＯＢと決定。

６）１８７９年（明治１２年）静岡県西伊豆岩地村の斉藤清左衛門は帆船“晴海丸,，で来島した

が風波で上陸できなかった。後毎年廻航した。

７）１８８０年（明治１３年）仏国船“Eclai-1em，'号、船長Folny来島。

８）１８８３年（明治１６年）１１月、英国船（横浜コンシロー商会）“Eatａ，，号で、高知県

人信岡（信崎）常太郎、杉浦時自郎来島。

９）１８８９年（明治２２年）米国帆船“Warren,，号、船長ＡＡＲｏｓｅｈｉｌｌ来島､椰子

に米国国旗を揚げた。
＊

１０）１８９３年（明治２６年）５月、静岡県人斉藤清左衛Pｦ来島、乗組２名と上陸、島を調査

した。

＊＊

１１）１８９６年（明治２９年）１２月３日帆船“天肪丸,,船長水谷新六来島、同年後備海軍大

尉、小林春三来島。翌年３月２２日国務大臣樺山資紀に版図編入を上申、４月５目東京府知事

⑬
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久我通久に島襖発見届を提出。

１８９８年（明治３１年）７月１９日先占権によりわが領土となる。同年２４日内務大臣板

垣退助は東京府知事肥塚竜に南鳥島（水谷島を改名）を小笠原島庁管轄とする旨訓令す。水谷

新六は島の開発にあたった。

１２）１９０１年（明治３１年）９月、帆船的矢丸、明徳丸、天候不良のため島に上陸できたかっ

た。

１３）１９０２年（明治３２年）７月、帆船共和丸の移任当者３０名上陸。

１４）同年７月２７日、軍艦“笠置，，艦長_坂本一大佐来島、秋元中尉外１７名の陸戦隊を残し、

同月２９日離島。

１５）同年８月１日、米国帆船“Warren'，号、船長Ａ､Ａ・ＲｏｓｅｈｉｌＬＤｒＷ８Ａ・Ｂｒｊａｎ来

島、数日後離島。

１６）同年８月２９日、軍艦“高千穂，，艦長梶川良吉大佐来島。

１７）１９１３年（大正３年）１０月、軍艦“香取,,艦長近藤大佐来島。

１８）１９３８年（大正１０年）２月、軍艦“駒橋,，艦長下坊定吉大佐気象観測所設立のため

来島。

１９）１９２４年（大正１３年）特務艦“神威，,来島。

２０）１９２５年（大正１４年）特務艦“鳴戸，,来島。

２１）１９３８～４０（昭和１４～１５年）千葉県水産試験場“ふさ九,,、船長佐藤孫七、海洋

観測、漁場調査のため来島。

２２）１９４５年（昭和２０年）８月１５日、太平洋戦争終戦（海軍警備隊司令官松浦雅太少将、

陸軍独立歩兵第１２連隊長世応純三大佐他特兵約４，５００名）、以後米軍駐とんとす。

２３）１９５１～６３年（昭和２６～３８年）７月まで米国の委託により、気象庁により気象観測

行われた。

＊、＊＊、＊＊＊外務省、外交資料館所蔵資料“帝国版図,，に関する雑件（１９１８）。

２４）１９６３年（昭和４３年）６月２６日、日返還、日本領士に復帰。

⑰沖の鳥島（20.25<ＯＮ、１３６０５．０Ｅ）
◎ノ

この島は硫黄島の南西方約３９０浬の洋上に弧立する岩礁で、東西約４．６１hm、南北約１．７Kmの

環礁で、その西部に２ケの水上岩（北岩２８加、現在頭部破壊している。南岩２．２ｍ、現在低く

なっている）があるが、最近は次第に沈下が懸念されている。

沿革

１）１５４３年（天文１２年）９月１５日、西国軍艦“ＳａｎＪｕａｎ，,号、指揮官Bernardde

■

■

－３９－



１ａＴｏｒｅ視認。“ＭｅｌＡｂｒｉｏｊｏｓ，,、‘`Ａｂｒｉｏｊｏｓ，，と命名（中村１９６５）。

２）１５６５年（元薩８年）６月２１日、西国軍艦“ＳａｎＰｅｄｏｒｏ,，号、指揮官Ｆｅｌｉｐｅｄｅ

Ｓａｌｃｅｄ視認、“PareceVela，，。“Ｖｅｌａ''と命名（ＡｎｄｒｅＷ８Ｓｈａｒｐｌ９６０）｡

３）１６３９年（寛永１６年）７月１７日、和軍艦‘`Ｅｎｇｌｅ，，号、“Ｇｒａｃｈｔ，，号、指揮官、

Quast、艦長一Tasman視認。“Engelbroochte，，と命名（中村１９６５）。

４）１７３２年（享保１７年）８月２６日、西国軍艦“ＮｕｅｓｔｒａＳｅｎｏｒａｄｅＧｕｉｅｉ,，号

視認か。ア。
＊

５）１７８９年（寛政１年）９月１５日、英国船“Ｉｐｈｉｇｅｎｉａ,，号、船長Ｄｏｕｇｌａｓ視認、

“Ｄｏｕｇｌａｓｒｅｅｆ，，と名付く。

６）１８４３年（天保１４年）３月、英国軍艦“Ｍａｒｉａ',号、艦長Ｓｐｒｏｌｌ視認。

7)*ｉ８９０年(明治２３年)英国船"Amphion，，号礁を測量す。

８）＊＊＊１９２１．２４年（大正１１．１４年）軍艦“満州，，この礁測量す。

９）＊＊＊＊１９３１年（昭和６年）７月、礁名を“沖ノ鳥島,，と命名、先占権でわが領士とし、

東京府小笠原島庁の所管とした。内務省告示第１６３号。

10）１９３３年（昭和８年）１１月、測量艦“膠州,,小干比古大佐、調査班田山利三郎ら同礁

の地質を調査す。

11）年月不明、軍艦“春日”来島し、記念鉄柱（標）は流失していた。

12）１９３８年（昭和１３年）５～６月、気象観測所設立のため特設輸送船“神祥丸,,来島視察

す。

13）１９３９年（昭和１４年）５月３０日、御用船松本丸、翌年相良丸建設にあたる。露岩上に

灯火を掲げた。航海は７次まで続いた。

（１９４１年（昭和１６年６月まで第７次工事終了）（気象百年史気象庁１９７４）

14）１９３９～４１年（昭和１４～１６年）千葉県水産試験場“ふき丸',船長佐藤孫七、還

礁周囲の漁業調査を行った。

15）１９４４年（昭和１９年）１０月、海軍気象部観測船“三洋丸,，船長嘉藤技平ら観測装

置建設のため来島の途次空襲にあう。

16）１９６３年（昭和３８年）ヘリコプターで調査、経約１２ｍのコンクリート台を観察。

17）１９６８年（昭和４３年）６月２６日返還、日本領士となる。

18）１９６９年（昭和４４年）２月２７日、東海大学九二世、船長佐藤孫七、東南アジア研修

航海（団長山口房雄）の途上、返還後の島（岩礁）の状況を観察し、海上保安庁水路部に報

告した。

□

●
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１９）１９６９年（昭和４５年）５月、水路部測量船“明洋，,船長奥村英明、調査班長進士

晃ら来島し、環礁内の旧施設を調査設置を行う。
Ｏ'"

鱒:置'鑿!:!:’1；iｌｉ（進士mｍＯ’〃

２０）１９７８年（昭和５３年）２００マイノレ漁業専管水域内における各礁総合調査の一環として、

東京都水産試験場大島分場所属（分場長草苅正）の漁業調査船“みやと，，（１２７２３トン、

６００１Ｐ）（船長青沼勇、調査員中川政男、床枝真吉）によって６／２１日に各種の調査

が行われ調査記念のペナント(石板)を中央地に設置Ｍ二･(昭和53年度東京都水産試験場事業報告）

註＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊外務省、外交資料館所蔵“帝国版図雑件（１９１８）

・海上保安庁水路部“日本南東岸水路誌,,（１９）

⑱中ノ鳥島
。' ０'

３０００．０Ｎ、１５４００．０Ｅにあるとされた。この疑存島は１９０８年（明治４１年）４

月２８日、東京市小石川区諏訪町２０番地山田頑三郎の発見によるもので、小笠原群島の東約

５６０浬にあり、島の周囲１里２５町（）６４余坪（）の－島を発見し、これ

に“中の鳥島，，と命名し、島内を三分して、日向平、真鳥山、西向平の小字名をつけ、当時の

海図上のガンヂス島に相当すると報告している。島上には、アホウ鳥数百万羽、地面の８０冊は

燐堆積し、その厚さ６眼位（約２，，２）、これに含有する燐酸石灰は２０～２５妬、著船所は西

向平（南岸）にあり、これを西港と仮称した。

以上を小笠原島々司阿利孝太郎に届け出た。

同年８月、日本領土として、東京府告示、第１４１号で“中ノ鳥島，,と命名した。

後、探検の結果、島は不存在として海図から抹消した。（日本水路誌第一巻１９１４）

沿革

｡' 。ノ

イ）Gangesl．３０５１．０Ｎ１５４１６.ＯＥに－島
◎’ ０’

ロ）GangesReef３１０５．０Ｎ１５４１８.ＯＥに－礁
０’ ｡ノ

ハ）ＬｏｓＪｕｄｉｎｅｓｌ、２１４０．０Ｎ、１５１３５．０Ｎに２'｣､島ありと

１７７８年（天明８年）英国軍艦“スカルポロー号,，艦長マーシャール“Marshall,,

の発見報告。

１５２９年（大永の年）前記の位置に、Ａ１ｖａｒｏｄｅＳａａｖｅｄｒａは島を発見して、Ｌｏｓ

Ｊｕｄｉｎｅｓｌｓｌａｎｄｓの名をつけた。

二）－捕鯨船、上記の南東方約１００浬の２０３００Ｎ、１５３１００Ｎに－礁ありと報告す。

１９２６年（大正１５年）軍艦“満州，'はこれらを探索したが、２０浬以内には発見でき友

Ｃ

圧
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なかった。

註とれらの位置に、魚群の出現、漁場となる載。

⑲小笠原群島の発見（沿革）

１５４２年（天文１１）１１月１日、NUeveEspania（Ｍｅｘｉｃｏ）のＡｃｕｐｕｌｃｏより出港

した。司令官ＧｅｎｅｒａｌＲｕｙＬｏｂｅｚｄｅＶｉｌｌａｌｏｂｏｓの指揮した６隻からなる第４回東洋

遠征艦隊（“Ｓａｎｔｉａｇｏ，，“ＳａｎＡｎｌｏｎｉ，，``ＳａｎＪｏｒｇｅ，,“SanCrustohal，，“Ｓａｎ

Ｍａｒｉｎ,，）がＰｈｉｌｉｐｐｉｎｅのMindanaolslandに航行中、北部ラト゛ロン諸島“Ｎｏｒｔｈ

ＰａｒｔｏｆＬａｎｄｏｒｏｎＩｓｌａｎｄｓ,，の一部である小笠原群島の一部を視認した可能性も考えら

れたがさだかでない。

１５４３年（天文１２）１０月、西国船“ＳａｎＪｕａｎ，，号Ｂ・Torre目撃。

１５９３年（文祗２）小笠原民部大輔貞頼、群島を巡検、後表子民部長直が渡島す。１６２５

年（寛永２）注で３３年間に６回航海す。

註l小笠原の群島名は発見者にちなんだ。人の住まない無人島のプニンが誰b、ポニンとた

り、外国航海者は、“Ｂｏｎｉｎｌｓｌａｎｄ，，と固有名詞で呼ばれた。

註２発見に関し伝承で、史的事実の根拠が明確でないとされるも、日本領士の帰属について

の問題では絶対的に抹殺できない重要な伝承である。

１６３９年（寛永１６）７月、和国船``Engele，，号“Ｇｒａｃｈｔ，，号、船長AbelJanzoon

Tasman、母島、父島、聟島を目撃。

１６６９年（寛文９）四国の勘右衛門船、船長長右衛門漂着。

１６７５年（延宝３）４月、幕命の“富国寿船，，（５００石、約５０トン）、船長島谷市左

エ門ら約１ケ月、群島を探検、調査し、地図を作成す。

１６８６年（貞享２）肥前国（佐賀県）唐津の船漂着。

１６９０年（元祗３）越前国（石川県）三国の船漂着。

１７０６年（宝永３）９月、西国船“ＮｕｅｓｔｒａＳｅｎｏｒａｄｅｌＲｏｓａｒｉｏ，,のＧｅｎｅｒａｌＤ．

』・ＭＣｉｒｒａｎｏ目撃した。

１７０９年（宝永６）９月、西国船“NuestraSenoradelBegona，，ＧｅｎｅｒａｌＦ・

ＤＡｎｇｕｔｏ群島を見る。

１７１７年（享保２）１０月、西国船“ＮｕｅｓｔｒａｄｅｌＢｅｇｏｎａ，,のＧｅｎｅｒａｌＤｏＦ・

Ｅｃｈｅｒｅｓｔｅ群島を見る。

１７２０年（享保５）遠近国“五兵徒船，，船頭左太夫ら漂着。

１７３０年（享保１５）小笠原宮内貞任３００石船で、小笠原に向ったが４年後も帰港せず。

●
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１７３６年（天文元）江戸塩町の善助船漂着。

１７３９年（天文４）江戸の善入船、船頭富蔵ら１０名漂着。

１７７３年（）英“Margaret，，、船長Magee目撃、Ｍａｒｇａｒｅｔｌｓｌａｎｄ

と命名す。

１７８５年（天署５）３月、土佐

１７８７年（天明７）１２月、

１７８９年（寛政元）６月、薩摩国（鹿児島県）三右エ門船、船頭栄右エ門ら漂着。

１８２３年（文政６）米国捕鯨船“Transit，，船長Ｃｏｆｆｉｎ寄港。

１８２４年（文政７）米国捕鯨船“Ｓｕｐｐｌｙ,，船長ＪｏｈｎＥｂｂｅｔｓ寄港。

１８２６年（文政９）英国捕鯨船“Ｗｉｌｌｉａｍ，，父島に漂着。

１８２６年（文政９）英国捕鯨船“Ｔｉｍｏｒ，,父島入港。“Ｗｉｌｌｉａｍ,,を救助す。

１８２７年（文政１０）“ＩＬＭＳｏＢ１ｏｓｓｏｍ，,艦長ＢｅｅｃｈｙＲ．Ｎ父島入港、小笠

原群島を「英国王、ジョージ陛下の命令において群島を占領する。１８２７年６月１４日」銅

板に彫り、州崎の樹木に針付け、英国領土と宣言す。

１８２８年（文政１１）露国艦“Ｓｅｍａｖｉｎｅ，,艦長FydorPetrovichLutke、父島

に入港、露国領土を宣言しようとしたとき、英艦に先を越されたことを知り大いにくやしがる。

１８３０年（天保１）６月２６日、ハワイよりスクナー型帆船で入港、サポリーら白人５名

（米、英、伊の各国人）、カナガ族２５名来島。開拓す。

１８３５年（天保６）英船“Volunteer'，入港、船体修理す。このため小笠原群島の重要

性を認めた、清国（中国）駐在の英国監督官、ＣｕｐｔａｉｎＥ１１ｉｏｔＣｈａｒｌｅｓは、本国政府に軍

艦の派遣を要請した。

１８３７年（天保８）８月、要請により、“ＨＭＳｏＲａｌｅｉｇｈ,，ＣａｐｔａｉｎＱｕｉｎ父島入

港、群島を調査す。

１８４０年（天保１１）奥州小友浦の船（約４０ｔ）、船頭友之丞らが漂着す。

１８４９年（嘉永２）“ルイザ号，，、船長ハードレー・“メート゛・オブ・オーストラリア

号,,、船長ヤング・“セント・アンドリュー号,,、船長パーカーら香港より入港。後者の２

船は海賊行為を働した。

１８５１年（嘉永４）“nＭ．Ｓ・Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ，，艦長ＲｉｃｈａｒｄＣｏｌｌｉｎｓｏｎ入港、

住民に武器と、三回目の英国々旗「ユニオン・ジャック」を与えた。

１８５３年（嘉永６）６月、米艦“Ｕ、Ｓ、Ｓ・Susquehana,，“ＵＳｏＳ・Satoga，,（艦隊

水提督ＰｅｒｒｙＭａｔｔｈｅｗＣｏｌｆｒａｉｔｈ）父島に入港。４日間の停泊中、米、英各二隻の捕鯨船

口

⑱
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入港、部落人から食料等多量の物資の入手を見た。

１８５３年（嘉永６）７月、露国艦隊“Ｐａｌｌａｄａ,,“Ｖｏｓｔｏｋ，'“Ｏ１ｉｖｕｓｔａ”``Ｋｎａｚ・

Menshikov，，の４隻（水提督ＰｕｔｔａｔｉｎＥｖｆｉｍｉｃＶａｓｉｌｅｖｉｃｈ）父島に入港。

１８５３年（嘉永６）１０月米艦“ＵｏＳｏＳ・P1ymouth，，ＣｏｍｍａｎｄｅｒＫｅｌｌｙ父島に

入港。

１８５４年（嘉永７）４月、米艦``Ｕ・ＳｏＳＰ１ｙｍｏｕｔｈＣａｐｔａｉｎＡｂｏｔ父島入港､父島

の米国海軍のエイヂエントであるNathanielSavoryに“Ｂｏｎｉｎｌｓｌａｎｄ，，の主権に関

する書翰を渡す。

以後、小笠原群島の領有権につき、米国Ｍ､ＯＰｅｒｒｙと英国の香港（HongKong）総督

BonhamSirGeorgeとの間に領有抗争か起る。ＭＣｏＰｅｒｒｙ“日本領土，,と主張す。

１８６０年（万延元年）徳川幕府は初めて事態の重大さを知り、小笠原開発に乗り出る。

１８６１年（文久元）１２月、幕府は軍艦、臨丸、艦長小野友五郎、外国奉行水野筑後

等忠徳ら９０余名は、１９日父島二見に入港、２２日大日章旗を旭山山頂に掲げる。朝陽丸、艦

長佐を倉桐太郎（二代伴鉄太郎）帆船千秋九、船長を遣派す。

１８７５年（明治８年）１１月幕末政変後、工部省の汽船“明治丸,，（船長ＲｏｂｅｒｔＨ

Ｐｅｔｅｒｓ）田辺太一、小花作助らに小笠原調査を行う。英国は軍艦“ＨＭＳ・Ｃｕｒｌｅｗ，，

ＣａｐｔａｉｎＣｈｕｒｃｈ明治丸の後を追うも、日本側の儀式終了後入港、英国駐日代表部Parks

SirHarry公使、Robertson領事らは、一切を「既成事実」とし、英領宣言を無効とした。

⑩火山列島（硫黄列島）発見（沿革）

１５４３年（天文１２）９月、西国艦“Sanjuan，，CaptainBernandodeTorre＝

島を視認、中の－島より噴火を観察、LosValcanesと命名。

１６３９年（寛永１６）７月、和国艦“Engel号、Ｇｒａｃｈｔ号，,CommandorMathyas

Quast、CaptainAbelJanszoonTasman北硫島に“ＨｏｏｇｅＭｅｕｗｅｎＥｙｌａｔ,，と

命名した。

１７０１年（元緑１４）９月、西国艦“ＳａｎＦｒａｎｃｉｓｃｏＺａｖｉｅｌ，，ＧｅｎｅｒａｌＤｏｎＢｅｒ－

ｎａｎｄｏｄｅＥｍｄａｉａ南硫島（ＳｕｎＡｇｕｓｔｉｎＩ）を目撃。

１７０２年（元緑１５）９月、西国艦“ＮｕｅｓｔｒａＳｅｎｏｒａｄｅＲｏｓａｒｉｏ，，ＧｅｎｒａｌＤｏｎ

ＴｅｄｏｒｏｄｅＳａｎＬｕｃａｓ硫黄島（Fortuna）北硫黄島（SanA1esandoro）を認めた。

１７０３年（元緑１６）１０月、西国艦“ＮｕｅｓｔｒａＳｅｎｏｒａｄｅＲｏｓａｒｉｏ，,（General

ＤｏｎＪｏｓｅｐｈＭａｒｔｉｎｅｓｄｅＣｉｒｉａｎｏ南硫黄島視認。

１７０６年（宝永３）９月、西国艦“NuestraSenoradeRosario，，GeneralＤｏｎ

⑫
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ＪｏｓｅｐｈＭａｒｔｉｎｅｓｄｅＣｉｒｉａｎｏ列島を見噴煙を観察。

１７１４年（正徳４）９月、西国艦“ＳａｎｔｏＣｒｉｓｔ,，ＧｅｎｅｒａｌＤｏｎＦｒａｎｃｉｓｃｏｄｅ
Ｏ'

Ｏ１ａｖｉｄｅＬａｔ２５３９・ＯＮ（火山ﾜﾘ島）？を認む。

１７１７年（享保２）１０月、西国艦“NUestraSenoradeBegona,，ＧｅｎｅｒａｌＤｏｎ

ＦｒａｎｃｉｓｃｏｄｅＥｃｈｅｒｅｓｔｅ北硫島視認。

１７２６年（享保１１）１０月、西国艦“ＮｕｅｓｔｒａＳｅｎｏｒａｄｅｌｏｓＤｏｌｏｒｅｓ，,Ｇｅｎｅ－

ｒａｌＤｏｎＡｎｔｏｎｉｏＧｏｎｃｏｌｅｚｄｅＱｕiyano南硫黄島認む。

１７２９年（享保１４）９月、西国艦“ＳａｃｒａＦｅｍｉｌｉｒａ',GeneralＤｏｎＪｕａｎＡｎｔｏ－

ｎｉｏｄｅＡｒｒｅｎｄｏｎｄｏ列島を認め、摺針山、噴煙観察。

１７７９年（安永８）１１月、英国艦ＨＭ・Ｓ．‘`Ｒｅｓｏｌｕｔｉｎ，，Ｈ・Ｍ・Ｓ．“DiscoVery，，

ＣａｐｔａｉｎＪｈｏｎＧｏｒｅｏＣａｐｔａｉｎＪａｍｅｓＫｉｎｇ南硫黄島、硫黄島を認め、摺針山より水蒸

気、噴煙の昇るを観察。Ｓｕｌｐｈｅｕｒｌｓと命名。

１７８６年（天明３）西国船、LaPerouse列島を探索す。

１７８８年（天明５）英国船万“Grampus，，号ZCaptainJohnMagee、この列島ア

を認めＧｒａｍｐｕｓｌｓと命名。

１８０３年（享和３）１月、日本帆船``順吉丸，，(１７反帆、３００石積船）、船頭（船長）文

助ら漂着。海岸から酷熱の泡ふしの噴出を観察。

１８０５年（文化２）１１月、露国艦“Nadeshda,，号、“Newａ,，号、ＣＯ､ⅡnanderA・Ｉ・

ＶｏｎＫｒｗｓｅｓｔｅｎ南、中硫黄島を観察す。

１８０４年（文化１）西国艦“ＬａＣｏｎｓｅｐｔｉｏｎ，，Captain南硫黄島を目撃。

１８８０～８１年（明治１３～１４）米国艦“Ａ１ｅｒｔ,’ＣａｐｔａｉｎＣ・ＬｏＨａｎｔｉｎｇｔｏｎ

列島を観察（測量）、噴火浅根を観察。

１８２０～１９００年頃蚕で、英、米、仏など各国の捕鯨船によって列島が観察左たは目撃さ

れた。

１８８７年（明治２０）１１月、明治丸（船長Ｇ・ＲＡ１１ｅｎｅ）で、東京府知事、高崎五六

長官、法制局参事、岩崎小次郎ら一行火山列島を視察。

１８８８年（明治２１）１～１０月、菊地安、松葉新之助ら地質調査。

１８８９年（明治２２）５月、井上恒、南洋丸で鮫漁業を起す。１２月島庁職員、中野氏渡島、

このとき島の各地に名称がつけられた。

１８９１年（明治２４）９月、勅令第１８０号により領土とす。

１８９５年（明治２８）硫黄島に開拓者移住。

｡，
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１８８９年（明治３２）４月、石野兵之丞初めて北硫黄に移住。

１９０２年（明治３５）日本郵船ｋｋ、兵庫丸（船長三室清蔵）小笠原より航路を延長、

島の開発に貢献した。

１９１１年（明治４４）５～６月、軍艦松江（２２５０排水トン）、艦長米原林蔵、海軍中

佐、測量長、大後五郎、水路大監、測量員、露木蚕水路大技師らによって列島周辺を測量、海

図を作成した。

１９４４（昭和１９）３月、硫黄島に初めて父島要塞より守備隊４，８８３名（指揮官、厚地兼

彦大佐）渡島、同年、小笠原兵団（最高司令官、栗林忠道中将、翌年３月１７日付任陸軍大将）

に要塞化し、翌年３月２６日総攻撃後全員玉砕す。死傷者彼戦共約５万人。

１９４６年（昭和２１）１月、連合施政権下に入る（行政権分離の覚書）

１９６６年（昭和４３）６月２６日返還、小笠原支庁の所管となった。

⑪西之島発見（沿革）

１５４３年（天文１２）１０月、西国艦“ＳａｎＪｕａｎ',ＣａｐｔａｉｎＢ・ＴｏｏｒＦｏｒＦａｎａｌ

の５ケ所から噴出する火山島が西之島か？。

１５８５～８６，１６３０年の間に``ＳａｎＪｕａｎ，,号の船名によって､現在の“西之島，，を発

見し、島名を“ＳａｎＪｕａｎｌｓｌａｎｄ，，と呼称した。

多くの捕鯨船によって“ＳａｎＪｕａｎＩ，,が視認された。

１７０２年（元緑１５）９月、西国艦“NUestraSenoradelRosario'，ＧｅｎｅｒａｌＤｏｎ

ＦｒａｎｃｉｓｃｏｄｅＡｃｏｒｃｈはＳａｎＪｕｎｅｌと異る島と,思い、“Ｒｏｓｉｒｉｏｌ,，ロザリオ島と

命名した。

１７０６年（宝永３）９月、西国艦“NUestraSenoradelRosario”GeneralDon

JosephMartineCiriano石之島？目撃。

１７０９年（宝永６）９月、西国艦“NuestrasenoradeBegona，，GeneralDon

FernandodeAngulo、ＳｕｎＪｕａｎｌｓ（西之島）を目撃。

１８０１年（享和１）英国Ｈ､us。“Ｎａｌｕｌｉｌｓ''CaptainBishop西之島を認め、

島名をＤｉｓａｐｐｏｉｎｔｍｅｎｔｌｓと命名した。

１８１３年（文化１０）９月、西国“ＬａＦｉｄｅｌｉｄａｄ，，(忠誠号）ＣａｐｔａｉｎＳｏｌｉｓＲｏｓａ－

ｒｉｏｌｓを再発見。

１８３７年（天保８）８月、英艦Ｈ・ＭＳ．“Ｒａｌｅｉｇｒ'，ＣａｐｔａｉｎＭＰｕｉｎ目撃。

１８８５年（嘉永６）６月、米艦“Susquenhana,'、“Saratoga，，ＣｏｍａｎｄｅｒＡｄｍｉ－

ｒａｌＰｅｒｒｙ、ＣａｐｔａｉｎＦｒａｎｋｌｉｎＢｕｃｈａｍａｎｏＣａｐｔａｉｎＷｉｌｌｉａｍＳ・Ｗａｌｋｅｒ、艦隊

ど

、
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測量長ＣｈｉｅｆＳｕｒｖｅｙｏｒＲｏｇｅｒｓＰｉｎｅａａｕ西之島の位置、地質を調査した。、

１８００～１９００年（文化～明治初期）米、英等各国の捕鯨船がこの島の周囲海域で活躍

し、島を目撃し、船名を島名とした。例１．サウス・ローワン号により、サウス・ローワン島、

例２．再発見できたいので“見えざるの島一ＩｎｖｉｓｉｂｌｅＩｓ，，、他に“ｄｅｓｅｂａｓｔｉａｎ，，、

“Ｌｏｂｅｓ，'、“ＴｏｄｏｓｌｏｓＳａｎｔｏｓ，，等。

１９１１年（明治４４）８～９月、軍艦“松江,'艦長米原林蔵、測量班長栖柴重治、海軍

大尉。

１９４５年（昭和２０）８月以後、行政上、小笠原と共同運命をとる。

ｲｰｭ,
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東京都管下における魚礁（漁場）の分布とその発見

1）表の説明

（１）魚礁の海域について

①２００海里漁業専管水域外の隣接海域の魚礁にも能率的操業面から記載した。例、九州

パラオ海領上の高鵬礁等。

②戦前に本邦の漁船が発見開拓した魚礁も記載した、例としては、西アリアナ、中マリア

ナ海嶺南部、東アリアナ、マーカス、ウエーキ海山群の魚礁も記入した。

③戦後連合国最高指令官により漁船の行動制限が行われたが、その後第一次、第二次およ

び昭和２７年４月２５日の第三次の制限撤廃があり、漁船の行動範囲も広範囲となり、そ

の際に発見、開拓した南洋の魚礁（海山）も記載した。

（２）礁の水深変化について

①礁上の底棲魚（ハマダイ、カサゴ類、メバル類）など根付魚群が多いときは、手釣の際

に釣針の錘が着底したいうちに魚群の餌付が始戎D、錘の着底が判明しないこともある。

この場合魚の餌付の水層を礁の水深と判断して、実際よりも数ｍ～数十ｍも浅く判断する

ことも応々にしてある。

このことはわれわれがよく経験しており、同一漁場でも魚が釣れなくなると、改めて礁

の実深が確認されることがある。

②火山性の礁は海底火山活動によって溶岩の噴出があり、そのた水深が浅くたることもあ

り、また爆発するときには大量の噴出物も一瞬で吹き飛ぶこともある。このほか風波によ

る浸蝕や自然的な沈下等により水深が大きく変化することかある。

③魚礁の位置は船位の誤差によるところが多く、船位測定の精度の良否、測定計器類（推

測、陸測、天候、ロラン、レーダー、オメガ航法、ＮＮＳＳ等で船位測定の精度が若干異

ることがある。

特に頂上の鋭く尖った礁は再び同一地点に在船するような操船は、大洋上においては極

めて困難である。したがって、このような礁の場合は水深が住々にして異ることがある。

(3)礁位の記載について

表は相当に詳しく記載してあり、近距離の礁までが記載されている理由は、各船の漁獲位

置をそれぞれ記載したためである。

操業位置が数百'’@離れても漁獲が著しく変ることがある。特に底棲魚対象の場合はその傾

向が多い。そのため各漁船が実際に漁をした場所を魚礁位置としてその蚕を記入した。

一つの礁（海山）には成層火山のよう左礁は極めて少〈、海底に噴出した溶岩が凝結して

5．
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多くの凹凸ができるので、礁のなかにも多くの漁場か形成されている。

また、「礁の汐がみ」、「汐した」たどの海面に魚群が出現するときでも、海流、汐流、

及びその混合流、そのほか流向速度の変化によって、異った海面に魚群が出現する。

したがって、一つの礁でも魚群の出現状況に種々の変化がみられ、その都度異った位置に

漁場が形成される。

(4)記載凡例

①水深………単位メートル（数字）で示す。

②＋高さ………（島、山、岩）、

③Ｐ＝………硫黄流、変色水など

④（』[、………温泉

⑤△………海底火山

⑥△300………活火山数字は高さ（３００ｍ）

⑦520▲………山数字は高さ（５２０腕）

⑧600Ｒ………底質(岩）数字は水深（１６０ｍ）

⑨水深未記入

⑩船籍欄はつぎの区分とする。

イ．静岡……静岡県

ロ．神奈川……神奈川県

ハ．千葉……千葉県

二・東京……東京都

ホ．西……スペイン

へ．米……アメリカ

ト．英……イギリス

チ６和……オランダ

リ．仏……フランス

▲
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6．おわりに

東京都管内の漁場は、前記のように漁獲魚の種類も多く、そのため漁船も漁具の装備（カ

ツオ・マグロ類の一本釣・ハマダイなどの底棲魚類の手釣・マクロ類サメ類の延縄・トビウ

オ流刺網・サバまき網・サンゴ網・その,他）が異なり、また大小の船型の漁船が操業してい

る。

大島より小笠原、硫黄島に至る間の各島は、台風など荒天時の避難場所とたり、更に自然

の航路目標的な役目も果している。勿論各島周辺ではこのほか島付き魚類の自然の好漁場が

多く形成されている。

しかしながら、一方八丈島の南の青ヶ島以南は、ペヨネーズダリ岩、ソープ岩、北之島など

の危険性のある岩島が多く、またこの海域は強い海潮流があり、気象状態も極めて悪い、そ

のうえ航路標識も全くたく、夜間航海は決して安全な状況では左い゜

将来とも有効的な利用を望む漁場としては、特に避難、補給、修理等が可能な港湾設備や

航路標識の整備は、われわれ漁業者の長年の強い念願である。そして今後子孫と屯ども永久

に利用を続けるこれ等の漁場をより効率的、かつ安全な操業と航海に適するように、今後も

全面的な漁場の精査や漁場資源の保護管理の対策が切望される。

最後に海底火山噴出物等と、魚類体質、魚群謂集状況及びサンゴ類や温泉性マンガンなど

鉱物資源等の関連性もみられるが、これらの諸調査については比較的資料は少なく、魚礁の

火山性活動は、水温、水色、水質、音響等いろいろの要素が魚群の謂集と密接左関係がある
ことが知られていので、この種の調査研究課題は、今後とも重要左事柄であり、東京都水試

でも水産資源の管理型漁業の－かんとして調査対策を進めているが、各研究機関においても

関連の調査研究を望んで帰する。

なお、表中に船名、船長名、機関長名あるいはトン数馬力等について空白部分が相当数あ

るが、今後の資料蓄積により遂次補てんして行きたいので皆様のご協力をお願いしたい。

、

Bｈ

●

7．参考資料

１）各漁場における当時の測深資料（６葉）

２）ソ_フ島

３）漁船発見に対する当時の表彰状

－１２１－
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電話Ｏ３ｒ－６００－２８７３

編集。発行

印刷会社名株式会社東邦

・電話Ｏ3－５５３－１７９１
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